
ミャンマー連邦国

ヴェトナム社会主義共和国

ミャンマー連邦国:

ミッタ川流域農業･農村開発計画

ミャンマー中部乾燥地域農業･農村開発計画

ヴェトナム社会主義共和国:

ヴェトナム北部農業普及センター計画

ビンデイン省南部地区農村開発計画

ヴェトナム南東地域農村総合開発計画

プロジェクト･ファインデイング調査報告書

平成8年3月

社団法人 海外農業開発コンサルタンツ協会



NOR

lBAENST'/

抑L4N OCW

㌔`^do- 一

SeJ I

/ーm'
CAJIEIOENA

B^NGL^DESH

ミッタ川流域農業･農村開発計画

S

㌔
o/

ミャンマー中部乾燥地域農業･農村開発計画

LEGEND

蜘 smaJL Scale Agricul(urd A Rural Development

Projcctsin C印tTd SⅦi-ATid Zone

榊琵器官錦tchuiTvlq&BRvuiTbyclopment

--- )ntern&tional Boundaries

-- -- SL&Le or DiyisiorI BoundaTie8

亡=:=ダミb Main Riyers

㊥ Nationil Capitd

0 100 2tX) XD 4(ルーEEl

町
叩
｡
｡
､
F

I"DIA

′･づ′~ /

ノ

SAQAIN6

DIYl$lON

l
ヽ
′
l
-

｢､r､

KACNIN

STATE

▼ANQON

DIYISION

A A a a d a n

S E a

ミャンマ_一国･全体位置図

hげ

4j2

TH^IL^ND



J･L.J.1.rV
tip

＼

､しrl
･t.i､:I;

ノ

lt_∫

′ノ~＼､
~ヽ･-＼

/

:I:･'~;:i
- --

:,･･･--,I

(_EGENll

F≡≡ヨs^&r…ch:llnu冒:n,hnJDiT.;.r;I..T:::op･･KnWroj-Iin

巴ヨ概tだsAogur.i.;uEITs詫言芸idwR:r;i:c7yNCi:,T.tw爪t
-I- Tnlcm3ti叩al nounJ･Jry

.ビンデイ---- Proyirtcc FlounJary

㊥ Nation31 City

● Cily

ン省南部地区

農村開発計画

ヴェトナム北部

A

業普及センター計画

=○(Ⅶ Mi■b Cily

ヴェトナム国･全体位置図

ヴェトナム南東地域

柑総合開発計画



要 約

1.ミッタ川流域農業･農村開発計画

(ミャンマー連邦国)

計画の背景

ミャンマーは､ 1960年代より農産物および地下資源等をもとに,市場経済が活況を呈し,年率約

6%の経済成長を遂げていた.しかし､ 1980年代より国民総生産の低迷､高率のインフレ､貿易収支

の悪化等により経済は低迷を続けている｡このため,経済の根幹である農業の生産向上が強く求めら

れている｡農業生産の向上は､経済復旧と貧困の撲滅に不可欠であり､辺境地域を重点とした効果的

な農業･農村開発計画の実施が政府の最優先課題となっている｡

計画対象地域では, 1962年に国連によりミッタ川流域開発計画の概略調査が行なわれた｡その後,

1985年に潅親局により多目的ダム建設計画調査が行なわれた｡しかしこれらの計画は､水力発電/洪

水村策を主体としており農業開発の観点からは､その経済性に問題がある｡ミッタ川平原は､山､丘

陵,小河川で分割されているため一つの大ダムによる潅概施設の建設は経済的でないとともに貯水池

により肥凍な耕地が水没するための補償や環境破壊等の問題が大きい｡したがって,本計画では､ミッ
タ川の本務でなく上流および各支川の水資源を開発し潅概を行うと共に,小規模水力発電をも行い農

業生産の向上及び農村インフラ整備を目的としている｡

計画の概要

(1) ダム､藩政･排水施設

ミッタ川支流を取水源とする小規模なダムまたは取水堰と潅概施設の建設､洪水防御等により潅液

面積約21,300haに二期作を導入し農業生産の向上を図る｡計画地域は､地形的制約から500ー1,00Oha

の単位の潅概地区に分割される｡したがって､経済的観点から見て､地区単位での小規模の溜池､取

水堰により独立した潅叔･排水施設を計画する｡

(2) 道 路

計画地域内の道路は舗装されておらず輸送が十分に行われていないので,既存道路の改修,または

新規道路建設の必要性を検討することが必要である｡特に､雨期は,未舗装のため交通が不可能になっ

ており全天候型の道路の建設はその波及効果が高く且つ重要であると考えられる｡

(3) 農村電化･収穫後処理施設

ガンガウの町では､ディーゼル･エンジンによって発電された電気が供給されている｡しかし､発

電容量が小さく町全体(住民4万人)には十分でない｡ミッタ川またはその支流(ザハウ川､マニプ

ール川)ほ小水力発電施設を建設することによりガンガウの不足電力を補うと共に他村落の電化を行
う｡また､農産物の収穫後処理施設､倉庫等の建設による農業投入資機材と農産物の流通に村する改

善を行う｡

マスタープラン･スタディ調査(地形図作成を含む)で農業･農村開発計画を策定後,明らかになっ

た優位計画に対してフィジビリティ･スタディ調査を筆施する｡調査期間は約18*月である.

協力についての要望

(I)マスタープラン/フィジビリティ･スタディ調査(地形図作成を含む)

(2)調査期間: 18カ月
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2.ミャンマー中部乾燥地域農業･農村開発計画

(ミャンマー連邦国)

計画の背景

ミヤンヤー中部地域は､古くから農業が盛んに営まれているが､主として降雨量が少ないため農
業生産性は低く,農民の生活水準が極めて低い状況にある｡計画地域は､乾燥した気象条件下で油科

作物(ゴ,7､ピーナッツ,ヒマワリ他)が栽培されており､全国生産量の大部分が本地域で生産され

ている｡ミャンマーにおいて油料作物(植物油)は食生活の基幹食品であり､年間約30万けを消費

している.その内の約10万けをマレーシアよりパームオイルで輸入している｡農業政策として輸入

食糧に対し国内自給の達成が大きな課題となっている｡農業省は､中部乾燥地域の3管区の9郡を特

別緑化計画地域として､大･中規模潅概,小規模村落潅概､浅井戸･ポンプ潅漉事業等を含む各種潅

政事業を実施しているが､資金不足もありその進捗は思わしくない｡

計画の概要

(1)卑概
新規港概施設の建設及び既存澄渡施設の改修について開発調査を行う｡将来の潅概開発計画として

は,下記の172カ所128,020h｡の大･中･小規模潅概施設の建設と修復工事があげられている｡

大･中･ /ト規模潅概計画 村落潅統計画

･量 潅液面稽

(ba)

71 46,I 10

34 44,840

67 37,070

･喜 潅漉面稽

(ha)

52 6,820

19 3,540

52 13,760

(ha)

マグワイ 19 39,290

マンダレイ 15 41,300

サガイン 15 23,310

123 24.120 172 128.020合 計 49 103.900

(2) 道 路

農村と主要市場を結ぶには道路ネットワークは不充分である｡また農村内の道路は舗装されておら

ず輸送が十分に行われていないので､既存道路の改修､または新規道路建設の必要性も調査する必要

がある｡

(3) 農村-の水供給

政府による井戸掘りや水質改善の努力はなされているが,今でも十分に飲料水を確保することは困

難な村は多い｡溜池は主要な水供給源であるが､ 2月から3月には干上がってしまうこともある｡し

たがって､:農村への水供給計画の策定が緊急の課題となっている｡

(4) 収穫後処理設備

現在,乾燥地帯の農民は個人で搾油機を所有し使用しているが､機械が小規模であるので非効率で

ある｡したがって大境模の搾油機導入を検討すべきである｡

マスタープラン調査で農業･農村開発計画を策定後,明らかになった優位計画に対してフィジビリ

ティ･スタディ調査を実施する｡

協力についての要望

(1)マスタープラン/フィジビリティ･スタディ調査(地形図作成を含む)

(2)調査期間: 18カ月
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3.ヴェトナム北部農業普及センター計画

(ヴェトナム社会主義共和国)

計画の背景

ヴュト+ム農業食品工業省(現在の農業･農村開発省)は､ 1990/91年から1994/95年にかけて日本

の民間企業の協力を得て,ハノイ市近郊のミ-バン県で農業技術普及のための実証試験栽培を行って
きた｡この農場は, 4haの規模で日本式の栽培技術や農機具を使用し､作物収量の増収や換金作物の

導入に関する新技術の確立を目指していた｡ 1994/95年,今までの試験栽培の結果をもとに､農業省

職員や普及員に対するセミナーを開催すると共に､農家への普及活動として新聞､テレビ等を通じて

技術の広報活動を行って来た｡

本計画は､上記普及活動のさらなる発展を目指して紅河デルタ地域の中心地に農業開発センターと

パイロットファームで構成される農業普及センターを建設し,最新の栽培技術及び農産物の品質管理

技術の移転と普及を目的とするもにである｡本計画の目標は,各作物の収量増加と作付率の向上を目

指して栽碍実証試験を通じ改善技術の確立と技術移転･普及を行い北部ヴェトナム地域の食糧不足の

解消に寄与する｡また,野菜､換金作物､畜産等の輸出向け農産物の生産の増加と品質管理技術の改
善を行い､…農業収入の増加による農家所得と生活水準の向上を目指している｡

計画の概要

(I) 農業開発センター

(イ)トレーニングセンター :普及員および農民を対象として､作物栽培コース､農業機械

コース､水管理コース､畜産コース等に分け,年間500-600名規模で実施する｡

(ロ)種子･収穫後処理技術センター : 40ha規模の種子圃場で､種籾､換金作物､野菜等の

種子生産を行う｡また､農産物の収穫後処理と加工技術の試験施設を併設する｡

(ハ)畜産センター :畜産加工技術の改善を目的とした,伺育場,加工場を建設する｡

(ニ)農業機械センター:機械の保守･修理技術の訓練および技術移転を行う｡

(2) パイロットファーム

パイロットファームは､水管理と作物栽培の管理を考慮して, 400ha程度の規模とし､将来,紅河

デルタを中心とした北部ヴェトナム地域の農業栽培技術と技術普及の際の問題点の把握､改善技術の

確立を行う｡また､デモンストレーション圃場を通じて,農民への展示効果を期待する｡パイロット

ファーム甲建設候補地は､既存の水EElであるが潅概･排水施設が不十分なため乾期に潅概用水の不足

と雨期に疎水不良が生じている｡このため,潅概揚水の補給施設としてポンプ場(】カ所)と排水改良

のための排水ポンプ場(4カ所)の建設を行う｡また,水管理の合理化と改善のために圃場整備として

区画整理を行う｡

(3) 機材供与

農業機械および修理関連機器､収穫後処理･食品加工関連機器,種子品質試験関連機器､トレーニ

ング関連機器､事務所用機器､気象･水利観測用機器等が含まれる｡

協力についての要望

(1) 無償資金協力

(2) 概算事業費

農業センター及びパイロットファームの建設,資機材供与

10億円
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4.ビンデイン省南部地区農村開発計画

(ヴェトナム社会主義共和国)

計画の背景

1969年,当時の南ヴェトナム政府はビンデイン州南部地区の殆どを水源とするコーン)Il流域におけ

る藩政農業と水力発電を中心とした､ビンデイン絵合水資源開発計画のマスタープラン調査を実施し

た.この調査で優先事業として提案されたビンデイン港概事業(8,000ha)は､アジア開発銀行の援

助を得て1985年に完成した｡ヴェトナム政府は引き続き澄渡施設拡張を行うこととし,港概用水源

はコーン川支流及びその周辺の小河川に多くの小規模貯水池を建設することで確保するというのが､

1991年までの政府の当地域ので藩政開発方針であった｡

しかし1992/93年に,大規模な干魅がこの地域を襲い､ビンデイン州南部地区の37,500baの夏秋期

稲作のうち12,00Ohaが甚大な被害を受けた｡事態を重く受けとめた政府の指示により､ビンデイン州

人民委員会は西暦2(X氾年を目標とした総合水源開発計画策走のための予備調査を行い,ビンデイン州

南部地区の農業用水の安定供給のためにはデインビンダムの建設も含めた更なる水源開発が必要であ

るという結論に達した｡ヴェトナム政府は､引き続き外国援助機関の支援を受け詳細な調査及び具体

的な開発計画の策定を早急に行うものである｡

計画の概要

本開発計画の主な目的は,既存の藩政計画の澄渡排水施設を改修･改善し､新規の澄渡排水施設を

建設することによって､農業生産と農家収入を増加させることである｡また本開発計画には､市場へ

の道路の改善,電化,安全な水と衛生設備の確保等による生活レベルの向上等を支援する農村開発も

含むものである｡さらに農業支援システムや協同組合等の制度の強化にも留意していく｡本開発は､

一定のコメの生産は確保しながら,市場を指向した作物の多様化を図り農業生産と農家収入の増加を
目指す｡

農村開発計画の事業は次の3段階で実施する.

第1段階:既存藩政施設の改修･改善

-既存の67藩政事業の30,200haの潅概排水施設の改修･改善を行う｡

一農村部の道路網､給電施設､農村給水施設の改善と新規建設を行う｡

一農業支援1トビスと農民協同組合に関連した建物の改善と新規建設を行うo

第2段階:水資源開発

水資源開発は2つの事業に分けられる｡一つはコーン川支流及び近傍の中小河川に16の小規模貯水

池(合計貯水量84百万m3)と7っの取水堰を建設することであり,一方はコーン川本流に530百万

m3の容量を有すデインビンダムを建設することである｡またデインビン･ダムの下流にはヴァン

フォン頭首工を建設する｡

第3段階:新規潅概計画の潅概排水施設の建設

第2段階の事業と並行して､ 29の新規港概計画,合計事業面積27,379baの藩政排水施設を建設する｡

協力につ}､ての要望

(1)フイ.ジビリテイ･スタディ調査

(2)調査期間: 20カ月

S-7



計画図 位置図

ビンディン省南部地区農村開発計画

S－8



5.ヴェトナム南東部地域農村総合開発計画

(ヴェトナム社会主義共和国)

計画の背景

ヴェトナム政府が推進する農業開発政策の戦略の一つとして公共投資の拡大があり､その戦略に沿っ

て､政府は国内の多くの地域で､藩政排水施設の改修･改善および濃概と水管理システムの拡張を継

続する意向である｡また政府は､農村基盤と経済成長地区との連係を強化していく方針で､特に農場

と市場を結ぶ道路の改善,農村の電化､安全な水と衛生設備の供給が重点項目となっている｡これら

の政策は､農家収入の増加,農村部における生活水準の向上,そして最終的には社会的･経済的状況

における地域格差を緩和することを目指している｡

ヴェトナム南東地域は急速に経済開発が進行し､ホ-･チ･ミン,ビュン･ホア､ヴン･タウの三

都市を結ぶいわゆる経済三角地帯である南部集中経済地区(SFEA)の周辺に位置する｡この南東地

域の農村部は,濃概施設の不備と港混用水の不足により農業生産性が低く人々は貧困に鳴いでおり､

都市部と農村部の経済格差が大きく,このため人口の都市集中を招いている｡

このような状況から政府はドン･ナイ川とその周辺流域における水資源開発計画を推進しており､

幾つかの大規模な藩概農業開発計画が策定されている｡またそれとは別に既存の港概事業と小規模な

新規濯概事業を対象とした総合展業･農村開発計画(Integrated Agriculture and Rural Development

prqject:IARDP)を策定するよう地方の要望が強い｡本計画は､農家収入の増加,農村部における生

活水準の向上,そして最終的には社会的･経済的状況における地域格差を緩和することを目指してい

る｡

計画の概要

農村総合開発計画(IARDP)は,農家の所得向上､農村の生活水準の向上､雇用機会の創出,そし

て最終的には都市との経済格差の是正を目的とするものである｡本計画の主な目標は,既存澄渡施設

の改修･改善と新規小規模藩政事業である｡また流通のための道路の改善,農村の電化､安全な水と

衛生設備の供給､農業支援体制等､組織面の強化も目指す｡本事業計画はヴェトナムでは初めての試

みであることから､今後全国レベル-の展開のためのモデルプロジェクトとして重要な意味を持って

いる｡

計画村象澄渡事業は､イ)既存の大規模･中規模荘概計画(2,㈱ba以上)とロ)既存の小規模澄渡

計画(l00ba以上2,000ha未満)及びハ)新規の小規模港概計画(l00ba以上) 3グループに分類され

る｡ドンナイ川の水資源開発による大規模澄渡計画に包含､或いは近年中に着工が予定されている事

業は本計画の対象事業から除外することとしてIARDPの対象候補事業は､ラムドン､ダクラク,ニン

ト■ァン､ピントアン､ソンベ､ドンナイ,バリア･ブンタウ及びタイニン省の8省で,合計232カ所､

約146,500haとする｡

計画対象事業及び優先事業は､今後実施されるマスタープラン調査により選定する｡持続性のある

事業運営という観点から,この選定に当たっては技術面､社会経済面,組織面､経済･財務面,環境

面の5基準で審査する｡選定された優位計画に対しフィージビリテイ.スタディ調査を実施する｡

協力についての要望

(1)マス･タープラン/フィジビリティ･スタディ調査

(2)調査期間: 20カ月
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1. 序 論

本報告書は､ 1995年12月3日より同年23月までの21日間にわたってミャンマー連邦国とヴェトナ

ム社会主義共和国において実施した､以下に示す5件の農業開発計画に関するプロジェクト･ファイ

デイング基礎調査およびフォローアップ調査の結果を取りまとめたものである｡

ミャンマー国:

(1)ミッタ川流域農業･農村開発計画(新規案件)

(2)ミャンマー中部乾燥地域農業･農村開発計画(フォローアップ)

ヴェトナム国:

(1)ヴェトナム北部農業普及センター計画(フォローアップ)

(2)ビンデイン省南部地区農村開発計画(フォローアップ)

(3)ヴェトナム南東地域農村総合開発計画(新規案件)

プロジェクトファイデイング調査は､社団法人海外農業開発コンサルタント協会(ADCA)から

派遣された下記3名の団員により実施された｡

(1)遠矢 勇作 農業開発(日本工営(樵)
､ミャンマーのみ)

(2)長尾 文博 農業開発(日本工営~(秩) )

(3)アウンスエ 潅 概 (復建調査設計(秩)
,ミャンマーのみ)

調査団は､ミャンマー国およびヴェトナム国における現地調査および資料収集において,両政府関

係機関のご協力を頂き業務を円滑に遂行することができた｡調査団の受け入れ窓口としてご協力を

頂いたのは,ミャンマー国では､農業省･藩政局であり､ヴェトナム国では､農業･農村開発省･澄

渡局である｡また､在ミャンマー連邦国日本大使館､ JICA事務所並びに在ヴェトナム社会主義共和
国日本大使館, JICA事務所､ JICA専門家などの関係者方々の多大なる助言とご協力を頂いた｡ここ

に関係各位の方々に深甚なる感謝の意を表する次第である｡

調査団の調査日程､面会者のリストは,添付資料-5に示すとおりである｡
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2. ミャンマー国

2.1 社会経済及び農業の背景

2.1.1面積及び人口

ミャンマーは､北9度58分から28度31分､東経92度10分から101度】o分に位置し､西と北西はバン

グラデシュとインドに､北､北東､東は中国､ラオス,タイに､他は海に接している｡南北には

2,060km､東西には930kmも延びている｡面積は, 67.7万km2､うち農地は約10万km2で全体の14.9%

である｡土地利用状況(1993/94年)を以下に示す｡

乱__全
(%)

15.I

14.9

12.1

32.8

25.i

保護林

農地

(km2)

102,410

loo,760

休耕地以外の耕作可能地 81,730

他の森林 221,420

その他 170,280

676.600 100.0
∠ゝ 章

ミャンマーは､行政上､ 14の管区/県(state/Division) , 58郡(District) , 324タウンシップ(

Township) , 2,436カ村(villageTract) , 13,750部落(village)から成る｡また気候と地理から イ)

西および北側の丘陵･山岳地域,ロ)シャン高原､ハ)中部平原地域､ニ)アラカン及びテナセリム沿

岸地域4つの地域に分けることができる｡主な河川は,イラワジ川､テンドゥイン川,シッタン川､

サルウイン川,ムー川の5河川である｡

1994年の人口は､ 4,392万人, 1993年の4,311万人に比して1.88%の増加である｡年令層別L羊は15才

未満が33.8%, 15才から59才が58.8%, 60才以上が7.4%である｡人口密度は､ 65人/km2である｡

2.1.2 国家経済及び開発政策

ミャンマーの国家経済は､農業に大きく依存している｡ 1970年以降､社会主義政府は4回にわたり

5カ年経済計画を行ってきたが､経済発展は目標を達成できなかった｡しかし､新政府(国家法秩序治

安回復評議会､ theStateLawa□dOrderRestotationConciI , SLORC)は,自由市場経済を導入し､ GNP

は､ 1988/89年の47.0百万チャツ†から,1992/93年の57.8百万チャットへ飛躍的な伸びを示した｡ 1993/9年の

輸出総額は, 4,O10百万チャット輸入総額は､ 5,242百万チャット､すなわち1,232百万チャットの入超である.

GDPは､ 57.8百万チャフト､成長率は, 6.0%であるが,農業部門の成長率4.7%Lこ負うところが大きい｡

経済改革は､ 1988年の終り頃から市場経済の基礎を築くために開始された｡移行期には､経済は

1989/90年から19別/92年までの年間計画に基づいて管理された｡年間計画の目的は､短期的には経

済の回復を達成すること,長期的には経済成長の基礎を確立することである｡新政府は､計画ガイ

ドラインに基づいて1992/93年から1995/96年までの短期計画を策定した｡このガイドラインの目指

すところは､生産と輸出を増加させ､経済成長を速めることである｡ガイドラインでは､優先する

べきものとして農業､家畜飼育､漁業などがあげられており､また加工業,工業､鉱業にも重点が置

かれている｡さらには従来の伝統的なもののみでなく新規なものも貿易の推進の対象としていくこ

と,サービス部門での外貨獲得も重点となっている｡
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人口増加に伴って,食料の増産が重要視されるようになってきた｡食料増産は,藩政･排水･洪

水防御の充実によって､耕地の増加を図ることと作物の多様化により達成しようというのが改称の戦

略である｡ミャンマーは,天然資源に恵まれており,なかでも水資源開発は農業開発にとって重要で

ある｡しかし1992/93年の潅概面積は､ 】11万haに過ぎず､農地拡大のために港概農業の拡大が行われ

る必要がある｡農業省は､その目的達成のための政策を実施し､それが効を奏して1993/94における

濃概面積は､ 153万ha (仝耕作面積の17.4%)に増大した｡さらに2αX)年には､耕作面積の20%に増加

させることを目標としている｡

農業部門における目標は､以下のとおりである｡

(】)精米機､貯蔵倉庫､輸送機器など収穫後に利用する機材の改善に投資することにより､コメ

の品質を高める｡

(2)耕転機,ポンプ,除草機､トラクタ-､脱穀機などを導入することにより､農業機械化の速

度を早める｡

(3)肥料･農薬･高収量品種などの農業投入資材を効果的に利用する｡

(4)乾燥地域の開発計画では､作物の多様化を目指すと共に､農業開発と環境保全の両立した開

発を実施する｡

多様化の対象と考えられる作物は､現在輸入代替として自給用に栽培されている小麦,港

花生､ゴマ､ヒマワリなどの抽料作物､そして綿花,ジュート,サトウキビ､大豆､豆類､

ジャガイモ､茶､コーヒーなど輸出用のものである｡抽料作物は伝続的に､雨期に中部乾

燥地域のきめの粗い軽い土壌の畑地で集中的に作付けされている｡

(5)複数の作物栽培により最大の生産を得ることを目指し､農民の作付体系を変更する｡

上記の目標達成のために､政府は次の方策をとっている｡

(1)低い収量と作付率に対して迅速な解決と､貧困地域の大勢の農民に対して迅速な便益をもた

らす中規模および小規模のダムまたは堰の建設を実施する｡

(2)用水利用の効率と経済性の改善を目指した､既存の政府潅概施設と村落澄渡施設の改修を行

う｡

(3)イラワデイ川及びチンドゥイン川のバックウオーターを洪水期間中に貯めるために,ダムと

水門を建設する｡

(4)イラワデイ川の水を用いてポンプ藩政する｡

(5)濯瓶用に地下水開発を行う｡

2.1.3 農業

農業は､国のGNPの40%を占め､労働人口の65%が従事する重要な産業である｡ 1989年以降,政府

は澄渡面積の増加に力を入れ,作付面積の12.2 %の110万haであった港洗面積を1993年には150万ha､

作付面積の17.0%Lこまで引き上げた｡現在も政府は, 2000年までに港概面積を作付面積の20%Lこ増加

させることを目標に努力を続けている｡

コメは,ミャンマーの主要な作物であり､総作付面積の50%以上を占めている｡国内の全地域で栽

培されてし?るが､特にイラワデイ･デルタが主要な産地である｡また年間を通じて水が得られるとこ

ろでは二期作または三期作が行われている｡
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コメとその加工品は､輸出額の7%､農業部門の中ではその24%を占める｡政府は, 2000年までに

コメの輸出を500万トンに増やすことを目標としている｡ミャンマーのコメは低品質であるため､国際

価格の75%の価格となっていることから,ミャンマーにとってはコメの増産とともに品質の向上も課

題である｡

港概面積は､ 1977年から1991年まで100万ha (作付面積の12%)を保持し,ほとんど増加しなかっ

た｡その後,新政府は, 1992年から2000年までに現在の12%から20 %へ港概面積を増加させる政策

をとった｡この政策のもとで藩政面積は1992年から1993年までの2年間で50万haも増加し､ 17%

を占めるに至った｡

年 全作付i

(千ha)

1989-90 8,207

】990-91 8,325

199ト92 8,341

1992-93 8,713

1993-94 8.867

潅i既面積 鹿i能率

(丁･rn) (%)

1,004 12.2

l.004 12,1

1,000 12.0

】,109 12.7

I.534 17.3

しかしこれらの港概プロジェクトは､急いで行われたために適切な調査を実施しない場合が多い｡

また資金と材料が不足しているため設計や工事監理の技術が不十分な状況にある｡
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2.2 ミッタ川流域農業･農村開発計画

2.2.1計画の背景

国連調査チームは､ 1962年にチンドゥイン川流域開発に関する総合的な調査を実施した｡その報

告書によればミック川流域開発は,チンドゥイン川流域開発計画の一部として主に水力発電に利用す

ることが提言されている｡また報告書は,ミッタ川に貯水ダムを建設することにより発電のみでなく､

ナンドゥイン川の洪水時流量の20%を削減することにも寄与すると述べている｡また夏期にはダムか

らの放流により船の航行に必要な流量を確保することも可能となるとしている｡

1985年､農業省･潅概局の調査チームは､ガンガウ郡内のミッタ川における多目的ダムの建設適地

の選定のための予備調査を行った｡その報告書｢ミッタ貯水池計画予備調査｣では､対象地域の地理

的条件とダム適地の選定に重点が置かれている｡

ミッタ川は,インドとの境界チン州の標高Ⅰ,370mから2,740Ⅲ1の高い山並みに源を発する｡ミッタ

平原の中央を南から北へ296km流れ,その後カレムヨ(Kalemyo)付近でチンドゥイン川に合流する.

ガンガウまでの長さは12.8km,高低差は213mであり､その勾配は1.73%である｡ガンガウーカレム

ヨ間の160kmは平原を流れるためo.o2%の勾配となっている｡カレムヨにおけるミッタ川の流域面積

は､ 25,270km2である｡またメニイイワにおけるミッタ川の年間流量は320億m3であるが,現在のとこ

ろ水力発電や濯概に利用されていない｡

山岳高地の全域及びミッタ峡谷の一部は森林に覆われている｡この地域の主要産物は､チーク材等

の熱帯材である｡また手織りの布も小規模ながら有名である｡舗装道路は､ほとんどなく,ガンガウ

峡谷はイラワデイ川と標高1,00Omのポダウン･ボンヤ山脈により他地域と切り離されているためこ

の地域へ入ることや地域内の交通便が難しい｡このため人々の経済的生活と教育の水準は､国の平均

よりかなり低い｡

したがってミッタ川流域開発は緊急の課題であり､農業生産の増大と､木材産業と農業関連産業の

開発を通じて行う必要がある｡これらの開発では､水資源利用による潅倣および水力発電開発が中心

となろう｡またこれに加え､計画地域内の旧来の道路の改修と新規道路の開発も実施すべきである｡

2.2.2 計画地域の概要

(1) 位置及び地形

計画相象地域は,ミッタ川流域に位置し､西はチン山脈に､東はポダウン･ボンヤ 山脈に囲まれ

て地理的には孤立している｡全ての河川はこれらの山脈に端を発し､ミッタ川に合流する｡計画相象

地域の50%は,未耕作地､ 30%は森林である｡交通状況は､小型飛行機による航空路と陸路が利用さ

れているが､道路は大変な悪路である｡現在,ポオコックとガンガウ間,及びカレムヨとガンガウ

間で鉄道建設が進められている｡

(2) 人口

人口は,ガンガウ･タウンシップの16,000人と農村部の16,630人を合わせて32,630人であるo うち

農民が11,090人､農場雇用者が5,540人である｡
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(3) 気候

降雨

気候は,熱帯モンスーン型であり､降雨は主に5月から】o月の間にあり､この期間の雨は年間

雨量の92%を占める｡年間雨量はガンガウ測候所の記録によれば1,283mm (36年間の平均) ､

ピリン測候所の記録によれば1,226mm (12年間の平均)である｡

気温

気温は月平均が10℃から36℃と過ごしやすい｡ガンガウ測候所の年間平均気温は26℃であ

る｡最も暑いのは5月で日平均気温は33.2℃､最も涼しいのは12月で日平均気温は19.5℃である｡

相対湿度

ガンガウ測候所によれば,年間平均相対湿度は72%である｡相対湿度は3月及び4月に低く､

8月から12月までは高い｡最低45%､最高95%である｡

旦里

ガンガウ測候所によれば,年間平均El照時間は､ 6.8時間/日である｡一日のE]照時間は2月に

最も長く9.4時間, 8月に最も短い4.3時間である｡

(4) 水文

ミッタ川は､ミャンマーの主要河川のひとつであるチンドゥイン川の支流であり､流域面積は､

25,270km2である｡南から北へ296km流れ､その後カレムヨ付近でナンドゥイン,I"に合流するo ミッ

タ川には､いくつかの支流があるが､最大のものはマニプール川である｡ミッタ川は､マウチャンと

の合流点までは16mから32mの高い土手があり､川幅は60mから120mである｡その後チンドゥイ

ン川へ向かうにつれて土手は10mから20mになり､川幅は180mに広がる｡河川勾配は上流でl.96%､

中間地点で0.02 %である｡河川の流砂量は､ 722m3/km2/年と見積られる｡

ミッタ川には2カ所の流量観測地点がある｡ガンガウとその25km南のピンチヤイワである｡しかし

毎E]のデータ-と水位流量曲線が不備であることから,正確にミック川の流量を割り出すのは困難で

ある｡ミッタ川の流量変化は､雨量と同じパターンである｡流域の年間平均降雨量は､上流部で

2,000mm､下流部で1,500mmである｡年間流量の82%Lま､ 6月から10月の5カ月間に集中する｡一方,

3月から4月は最も流量が少ない｡ミヤニヤワにおける1%確率の最大洪水流量は, 5,100m3/秒と推

定される｡年間流量は､ミヤニヤウで3,217MCM､チンドゥイン川との合流点で28,370MCMと推定

される｡

(5) 土壌及び土地利用可能性

計画対象地域の土壌調査地図はないので,土壌について詳述することはできない｡しかし踏査結果

から推定するとミッタ川流域は沖積土壌から成っており､土地は肥沃である｡土壌の港概適性を検証

するために以下の調査を行う必要がある｡

(イ) 土壌分類

(ロ) 浸透率

(ハ) 水伝導率(透水性)

(ニ) 土壌塩分

(ホ) 現在の土地利用及び潅瀧適性
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(6) 農業

計画対象地城は､全土地面積の内､約】o%Lこ当たる24,200haが農耕地として利用されている｡また､

水田面積は10,300haで､畑地は10,900haである｡農作物の栽培は､雨期(夏作)と乾期(冬作)に

分かれており､一部の潅概地区では､稲作の二期作または稲作と畑作物の二毛作が行なわれている｡

雨期作の主な作物として水田でコメ､畑ではソルガム,ゴマ､豆類が栽培されている｡乾期作として

は､油料作物(大豆､ゴマ,カラシナ)
､豆類､野菜等が栽培されている｡現況の年間作付率は,港

概地区の200%を含め全体では118%である｡

作付体系 作付率 作付面積 比牽

稲作一稲作 200% 350ha 1.5%

稲作一畑作物 150- 200% 900ha 3.7%

稲作 100% 9,050ha 37.4%

畑作物 80-100% 11,000ha 45,4%

畑作物/野菜 50-100% 2,900ha 12.0%

土地分類

潅概水田

天水田

畑

洪水耕地

】18% 24.200ha 】00%合計/平ガ

計画対象地域の農作業は､伝統的耕種法で行なわれている｡耕転､代かき､均平作業には,牛など

の畜力が使われているが,その他の播種､除草,収穫などの作業は人力で行なわれている｡収穫後の

農産物は､脱穀､乾燥の後,袋詰めされ農家の自給用として倉庫に貯蔵されるか市場へ販売されてい

る｡

主要作物である稲作(コメ)は､田植から収穫まで人力作業で栽培されている｡品種は､ローカル

種が主体であるが,一部では高収量品種も導入されているo苗代作業は､ 6-7月に行なわれ､播種後

30-40Bで田植が行なわれている｡肥料としては,尿素(50-70kgnla)とTSP (50Kgnla)が使われ

ている｡油料作物や豆類は､天水田や畑で雨期の開始ととも播種されている｡計画対象地域における

現況農産物の生産面積､収量､生産量は下記のとおりである｡

乍付面積 収穫面積 収量 生産量

(ha) (ha) (けha) (トン)

10,070 9,890 2.68 26,510

760 700 0.46 320

ll,450 10,620 0.26 2,760

4,090 4,090 1.23 5,020

l,380 l,300 0.65 850

98O 96O O.5t) 570

1994/95年の2年間平均

コ メ

メイズ

ゴ マ

バターピーン

ペイン

その他豆類

注) 1990/9Ⅰ年と

(7) 潅親

計画対象地域では､潅概施設がほとんどなく,年一作の栽培が天水により行なわれている｡二期作

が行なわれているのは､全耕地の約5%Lこ当たる1,250haみであるo ミッタ川沿いの2カ所でポンプ潅

概が行なわれており,その面積は､ 81haである｡この施設は､ 2年前に据え付けられ低揚程(7.5 -9.0

m)のものである｡

水資源開発局は､ミッタ川沿いに150の潅概用ポンプを設置する計画を策定している｡これらのポ

ンプは､高揚程(20-30m)で2段階の揚水を行う計画である｡

-7-



2.2.3 計画の概要

計画対象地域は､天水で多様な作物が栽培されているが､不規則な降雨条件と潅概施設の不備が重

なり作物の生産性が低い｡特に乾期では,主要な食料品が不足しており､地域外から移入されている｡

今までに大規模な多目的ダムを前提としたミッタ)l儀域開発計画が策定されている.しかしながら,

農業開発の観点からでは,経済性に問題がある｡即ち､ミッタ川平地は,山,丘陵､小河川で分割さ

れているため一つのダムによる潅概施設の建設は工事費が高くなり経済的でない｡また､ダムの貯水

池により肥沃な耕地が水没するための損失や環境破壊等の問題が大きい｡したがって､本計画では､

ミッタ川の本流でなく上流および支流の水資源を開発し小規模な潅概を行うものとする｡また,農村

電化として小規模水力発電開発計画も策定する｡

上記の水資源開発計画のほかに地域内の村落道路の修復･建設,飲料水の供給､収穫後処理施設等

の計画を取り入れた農業総合開発計画とする｡

(1) ダム,港概･排水施設

現在の港概面積はほんの一部分であり､ほとんどの農地では天水を利用して1年間に1作しか栽培さ

れていない｡ダム及び潅概施設の建設により二期作が可能となり農業生産の増加が見込まれる｡雨期

中の洪水被害地が一部にあるので洪水防御および排水施設の建設も重要である｡

計画相象地域は､地形的制約から500- I,00Otlaの単位の潅概地区に分割される｡したがって､地

区単位での小規模な独立した潅概･排水施設を計画する｡例えば､小規模潅概計画としてミッタ川の

支流であるマニプール川やザハウ川に小規模溜弛または取水堰を建設し近隣の農地を潅概する等であ

る｡

さらに,洪水防御のための堤防は､ミッタ川沿岸の一部の地域で必要となるであろう｡また,雨期

の潅概地区からの余剰水のための排水施設も必要であろう｡

(2) 道 路

ガンガウとモニワ間には180kmの全天候型道路がある｡乾季のみ使用できる道路としてガンガウ

とパコック間の225km､ガンガウとハ力闘の150kmの道路がある｡しかし､農村と主要市場を結ぶ

道路ネットワークは不十分である｡一方,農村内の道路は舗装されておらず雨期には通行が困難とな

ることも多い｡既存の道路の改修,または新規道路建設計画の必要性を検討することが必要である｡

(3) 農村電化

ガンガウの町では､ディーゼル･エンジンによって発電された電気が供給されている｡しかし､発

電容量が小さく町全体(住民4万人)には十分でない｡ミッタ川またはその支配(ザ人り川､マニプ

ール川等)に小規模水力発電施設を建設することが可能であり,そこで得られた電気はガンガウ街地
区およびその他の村落で利用できる｡
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2.2.4 調査団の見解

計画相地区であるミッタ川平原地は､ミャンマーでも辺境地にあり開発が遅れており,自給用の食

糧不足､低所得等の問題を抱えている｡本計画により農産物生産の安定と農家の生活水準向上が期待

される｡

1985年には､農業省･潅親局により多目的ダム建設計画調査が行なわれた｡この結果を踏まえ,農
業省は､ミッタ川流域での中小規模ダムの建設と潅概･排水施設,道路､飲料水･電気の供給等を含

めた農村総合開発計画のM/PとF/S調査を日本政府に要請する予定である｡
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2.3 ミャンマー中部乾燥地域農業･農村開発計画

2.3.1計画の背景

ミャンマー政府(state I』w arK] 07derRestoration Council, SLORC)は､マグワイ管区(Magway)の
パコック郡(pakokku)

､ミンブ郡(Minbu) ､マグワイ郡(Magway) ､タイェト郡(Thayet) ､マ

ンダレイ管区(Mandalay)のメイクテイラ郡(Meiktila)
､ミングヤン郡(Myi｡gyan) ,ヤメチン郡

(yamethin)
､サガン管区のサガイン郡(sagain) ,モニワ(Mo□ywa)の9郡を特別緑化計画地域と

定め､緑化計画マスタープランを策定した｡この緑化事業は下記の項目を含んでおり,町レベルから

郡レベルに至る行政機関を組織して､農業省と森林省の合同で実施することとなっている｡

(り 不充分な維持管理のため貯水容量が減少している既存の貯水池及び溜め池を改修する｡

(2)新規の小規模ダム･堰を建設する｡

(3)新規に建設したダムの適切な管理を行う｡

(4)自然条件がダム建設に不適当なところでは､ポンプ揚水による水利用を計画する｡

(5)郡事務所の澄渡技師は,このプロジェクトを成功させるため最大の能力をもってこの業務

を実施しなければならない｡

(6)できる限りの協力を､省庁のみでなく､町レベルから管区/県レベルに至る行政機関の各

層から得なければならない｡

中部地域にある上記の計画相象地域(9郡)は､水資源と社会基盤整備の面で開発が遅れた地域で

あるが､ミャンマーの人口の約25%が居住している｡平原時平坦で農耕に適地であるといえるが､不

規則な降雨により安定的な農業生産が困難な状況にある｡過去には農民自身により小規模ダムや取水

堰が作られたが､材料の不足と技術の未熟により失敗に終った｡これらの小規模藩概計画の見直しと

総合開発調査実施の必要がある｡

･計画対象地域は､雨期の40-60E]間を除き､年間を通じて暑く乾燥している｡年間降雨量は森林の
減少の影響で減少傾向にある｡ 1993ヰ以来政府は､この地域の環境保全のための緑化キャンペーン

を行っている｡同キャンペーンには､ 162の中規模及び大規模のダムタイプの港概事業, 402の小規模

村落港概事業､ 2,630の井戸掘り事業の実施が計画されている｡ 1993年には104の中規模及び大規模

のダムタイプの澄渡事業, 231の小規模藩概事業､ 1,098の村落港概事業､合計1,433の事業が完了し､

347,000haの澄渡農地ができた｡さらに農村の249万の人々に飲料水を供給するために2,630の井戸が

掘られた｡

2.3.2 計画地域の概要

(1) 位置及び地形

計画対象地域は､中部半乾燥地域の平坦地にあり､マグワイ､マングレイ及びサガイング管区に

属している｡ここはミャンマーの中で最も雨量が少なく,その降り方も不規則である｡年間降雨量は､

1,0001nm以下である｡ 3管区の捻面積は､ 817万ha､うち耕地は317ha,残りは耕作可能な荒れ地であ

る｡また､潅概計画の村象面積は､ 9郡Ⅰ28,00Ohaである｡計画村象地域ではイラワデイ川が北から南

へ流れ､そこに10以上の支流が流れ込んでいる｡これらの支流は乾期には干上がり流量はゼロとなっ

てしまう｡
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計画対象地域は,車両通行可能な平原にあるのでアクセスは容易である｡道路は幅員は狭いがよく

維持管理されている｡

(2) 人口

1994年におけるマグワイ,マンダレイ及びサガイシグ管区の人口は､ 1,480万人であり､これは

ミャンマー全人口の3分の1に相当する｡人口の年間増加率は､ 1.8Ⅰ%である｡ 1993/94年の人口統計

によれば､労働力の65%Eま農業に従事している｡農業人口の半分は､この中部乾燥地帯に住んでいる

と推定される｡

(3) 気候

雨 量

中部乾燥地帯の年間雨量は, 600mmから1,000mmである｡雨季は5月半ばより10月半ばまでで

あり､この間に年間雨量の87%が降る｡雨季は年間40日から60日の間のみで,その他の期間､雨

は全く降らない｡

気 温

マンダレ-とミングヤンの各観測所の観測では､日最高気温の平均値が最も高かったのは､マ

ンダレ-で38.1℃､ミングヤンで40.2℃であり､いずれも4月である｡モンスーンの始めには日

最高気温は急に3℃から4℃下がる｡最も寒いのは1月であり､最低気温は13℃まで下がる｡

相村湿度

マンダレ-とミングヤンの各観測所における10年間(1984-1993)の相対湿度の年平均値は､

マンダレ-で69%､ミングヤンで66%である.

日 照

モンヤワ,マンダレ-,ミングヤン､パコックの各観測所における平均日照時間は､ 7.6時間

/日から8.0時間/日である｡日照時間は､ 2月に最長､ 8月に最短となる｡

(4) 水文

計画村象地域は､ 3っの河川､すなわちイラワデイ川､ナンドゥイン川､シヤクウン川の流域にあ

り､イラワデイ川が北から南へ流れ､そこへ10以上の支流が流れ込んでいる｡

各河川の流域が全国土に占める割合は以下のとおりである｡

河川名 割 合

イラワデイ川､チンドゥイン川､ヤゴン川 58.0(‰

サルウイン川及び支菰

バゴ川

シトウング川

ピリン川

その他

18.0%

0.8%

5.4%

0.4%

17.4%

∠ゝ 喜
⊂:】 ロ 100.0%

計画対象地域での政府管理事業における水資源利用状況によると, 1993-94年においては
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10,238MCMであったが､計画完了の1998-99年には18,305MCMになると予想される｡

(5) 農業

半乾燥地帯である計画対象地域は､潅概施設が未整備である｡既存潅概施設には,古い施設が多く

潅概効率が低い状況であり､また不規則な降雨状況の下で作物の栽培が行なわれている｡気候は,雨

期と乾期に分かれている｡雨期の主な作物は､畑作物としてゴマとピーナッツが全体の73%を占めて

いる｡乾期には､ゴマ､ピーナッツ,り夕,豆類が仝耕地の約12%で栽培されてている｡既存潅敵地

区を含めた9郡での年間作付率は, 101%である｡

計画相象地域の農作業は､伝統的耕種法で行なわれている｡耕転､砕土､均平作業には,牛などの

畜力が使われているが､その他の播種,除草､収穫などの作業は､家族労働による人力で行なわれて

いる｡収穫後の農産物は､圃場で脱穀､乾燥の後､袋詰めされ農家の自給用として倉庫に貯蔵される

か市場-販売されている｡

油科作物としてゴマ､ピーナッツ､ヒマワリが広範囲に栽培されている｡これらの作物の種子は､

ローカル品種が多い｡雨期作の播種は､ 4-5月に始まり8-9月に収穫が行われている｡乾期作は,

】o-】月に播種し､ 3-5月にかけて収穫が行われている｡また,農家の現金収入源としてトデイ･ヤ

シ(Toddypalm)が栽培されている｡このヤシは､収穫物としてジュースだけでなく家屋用の材木や

燃料用等に広く利用されている｡潅概計画相象地域での現況作物生産量は､以下の通りである｡

雨期作栽培

作物名珊生産量
(ru) (トン伽) (トン)

= } 2,970 2.95 8,760

メイズ 7,150 1.54 ll,010

ピーナッツ 17,330 0.67 ll,610

=' 7 76.170 0.22 16,760

ワ タ 5,930 0.35 2,080

乾期作栽培 年 間

｢面積収量 生産量 生産量

(rtI) (トン佃) (トン) (トン)

8,760

11,010

5,140 16,750

1.640 18,400

2,080

2,030 2,030

1.460 4.090

4,590 1.12

6,850 0.24

2,570 0.79

1.290 1.134.390 0.60 2.630

ヒマワリ

豆 類

(6) 潅概

計画対象地域の9郡には､潅概施設として大規模,中規模､小規模(村落潅概を含む)の3タイプ

に分け工事が行なわれており､農業生産の改善が進んでいる｡ 1988年以前には､ 104カ所(253,540ha)

の中･大規模潅概施設､ 231カ所(48,1]Oha)の小規模潅概施設, 1,098カ所(45,330ha)の村落潅概施

設の建設が行なわれた,これによる潅概面積は､総耕作面積(317.6万ha)の10.9%8こ当たる

346,980haである｡ 1988年から1993/94年までに建設や修復工事が行なわれたのは､ 20カ所155,920haで

ある｡

計画対象地域の3管区の内､上記の潅概施設の大多数がマングレイ管区にある｡これら施設の多く

は,建設から長年が経過し､損壊や老朽化が著しく修復工事が必要とされている｡セダウイ潅概地区

の水路では､設計流量の半分しか流れていないため潅瓶用水の不足が生じている.一方､新規の潅概
施設でも管理･維持に問題があり,キンダ潅概水路の場合では､水草の繁茂により､水路の容量が半

分にも減少し潅瓶用水の不足が生じている｡既存の潅瀧施設の多くは､工事資金や資機材の不足､人

力での作業,設計作業や工事監督の技術が低い等の状況で十分な管理と修復工事が行なわれていない｡
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1993/94年度の予算で建設や修復工事が行なわれているのは､以下のとおりである｡

面精 工事予算宅

(rn) ( )jチャット)

大･中規模潅概計画 9 68,800 267,950

小規模村落潅概計画 48 6,585 3,697

その他の小規模潅概計画 26 4,060 807

83 79.445 272.454

1994/95年と1995/96年度の予算では､ 9郡内に12カ所約81,500haの中･小規模の潅概施設計画がある｡

2.3.3 計画の概要

計画対象地域は､不安定な降雨､不十分な潅概施設,低収量品種の使用､農業資機材の不足､低い

農耕技術等のため作物の作付面積の拡大,収量の増加,生産性の向上等が阻害されており､農家の所

得が国内で最も低い水準にある｡また､人口の増加と森林の伐採により緑地が減少している｡降雨不

足の上に河川流量の減少が地域の環境破壊を推し進めている｡この様な状況下で,本農業開発の目的

は､下記の通りとする｡

(り 中･小規模の潅概施設により農業の生産性の向上を行う｡

(2)主要油料作物を取り入れた作付体系と高い効率を持つ搾油機の導入を行うと共に農民の組

織化を行う｡

(3)抽料作物の自給を達成すると共に､余剰産物を輸出する｡

計画対象地域の開発にあたって最も重大な課題は､年間を通じての安定した水供給が保証されてい

ないことである｡安定した水供給のために､以下の3案を検討する必要がある｡ 0

(1)イラワデイ川の水をポンプで揚水して濃概する｡

(2)地下水で港撤する｡

(3)中小規模の河川に小規模ダムを設置して重力湛赦する｡

ポンプ利用は維持管理コストとポンプの取り替えを要することが,地下水利用は同じく維持管理コ

ストを要するほかに利用可能水量の予測が難であることが､難点と考えられた｡小規模濃概は､建設

が容易で影響が小さく他の地域への波及も容易であること等から最も可能性が高いと考えられている｡

藩政施設､農村への水供給､道路､収穫後処理設備､農村電化等のプロジェクトのインフラストラ

クチャーについては､現状把握と開発計画策走のために調査が必要である｡

(1) 港概施設

現在､計画対象地域において港概用水は不足している｡また既存濯概システムにおいても適切な維

持管理が行われていないことから利用されている水は設計時よりはるかに少ない｡したがって新規港

概施設の建設及び既存港概施設の改修について詳細調査を行う必要がある｡将来の潅概開発計画とし

ては､下記の172カ所128,020haの大･中･小規模潅概施設の建設と修復工事が考えられている｡
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大･中･小規模潅瀧計画 村落潅叔計画 合 計

〔量 潅i既面稽

(rtt)

16 3l,610

8 5,029

10 8,210

31 17,250

36 J9,820

24 Ⅰ2,930

18 14,090

12 13,570

17 5.520

数量 潅漉面積

LrtJ)

9 490

7 】,930

3 1,120

25 7,130

27 6.630

16 l,760

12 2,070

9 1,470

15 l,520

量 潅瀧面積

Irtl)

7 31,120

】 3,090

7 7,090

6 10,]20

9 13,190

8 1I,170

6 12,020

3 12,100

2 4,000

且L_____L_

ミングヤン

メクテラ

エメティン

サガイン

モンイワ

パコック

マグワイ

ミンブ

タヤット

123 24.12049 103.900.△､
圭

ロ ロ 172 128.020

本計画の実施により給潅液面積は､既存の面積347,230haを加えて475,250haとなる｡

(2) 道 路

農村と主要な市場を結ぶには道路ネットワークは不充分である｡また農村内の道路は舗装されてお

らず輸送が十分に行われていないので､既存道路の改修,または新規道路建設の可能性も調査する必

要がある｡

(3) 農村-の上水供給

政府による井戸掘りや水質改善の努力はなされているが､今でも十分に飲料水を確保することは困

難な村は多い｡溜池は主要な水供給源であるが､ 2月から3月には干上がってしまうこともある｡し

たがって､農村への水供給計画の策定が緊急課題となっている｡

(4) 収穫後処理施設

現在､乾燥地帯の農民は個人で搾油機を所有し使用しているが､機械が小規模であるので非効率で

ある｡したがって大規模の搾油機導入を検討すべきである｡

2.3.4 調査団の所見

計画対象地域は,中･小規模潅概計画を実施することにより､受益農民の生活水準向上が期待され

る｡また,油料作物に重点を置いた農業の開発は､高い経済効果がある｡本計画については､コメに

変わる換金作物の導入､食糧の生産の増加と自給率の達成等の観点から､政府が推進している長･中

開発計画の中でも高い優先順位が与えられている｡
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3. ヴェトナム国

3.1 社会経済及び農業の背景

3.1.1面積及び人口

ヴェトナム国はインドシナ半島の東縁にS字型に延びており､北は中国,西はラオスとカンボジ

アに接し､東から南にかけてはトンキン湾､南シナ海､タイ湾に臨み､その海岸線の延長は3,260km

におよぶ｡ 国土面積は, 331,113.6km2､南北には北緯8度30分から23度22分までその長さは

I,650km､東西には東経102度10分からIO9度21分までその最大幅は北部では600km､中央部では

50kmである｡その国土は社会的及び地理的に北部山岳地帯,紅河デルタ地帯と内陸部､中北部海岸

地帯､中南部海岸地帯､中央高地､南部の北東部､及びメコン川デルタ地帯の7つのゾーンに分ける

ことができる｡

1993年におけるヴェトナムの人口は､ 6,990万人､うち男性が3,350万人､女性が3,640万人であるo

人口密度は, 214人/km2であるが､紅河デルタ地帯における1,104人/km2から中央高地における52

人/km2までかなりのばらつきがある｡ 1993年における労働人口は3,270万人であり､その内, 3,060

万人が一次生産部門に､ 210万人がそれ以外の仕事に就いでいる｡農業が主要な産業であり､一次生

産部門の77.5%に当たる2,370万人が従事している｡

3.1.2 国家経済及び開発政策

1986年以来ヴェトナム政府は, ｢ドイ･モイ｣の旗じるしのもとに､政治的､経済的､社会的に急

進的な改革を進めている｡経済分野では､ 2っの主な目的がある｡国内的t･こは経済の自由化､国際的

には開放政策である｡ 1989年に強化された政策の内容は､以下のとおりである｡

一 長期にわたる土地所有権の提供と,家族による耕作の推進

一 民間部門成長のための機会供与

一
国営企業の自治権と､補助金をつけない自由競争の必要性の拡大

一価格統制の排除と､需要供給による市場原理の導入
一 通貨交換レートの平価切り下げ

一
貿易自由化と輸出主導成長の志向

一 海外からの投資の促進

一経費のバランス改善のための､会計及び通貨制度の改革

一
税収の強化､ならびに貯蓄推進とインフレ統制

1989年から1993年までの主な部門におけるGDPの成長率は､以下のとおりである｡

(卿立:%)

現 Ej 1989

市場価格でのGDP 8.0

農業

工業

サービス

6.9

-4.0

]7.7

+3.7

出典: General SLarlS(icaI Office
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1992 1993

8.3 8.0

6.3 3.I

12.6 9.2

8.6 10.5
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】990年のソヴイエト連邦崩壊の影響による経済の停滞によって､ 1989年ドイ･モイ政策で達成した

8.0%のGDP成長率は､ 1990年に5.1%､ 】991年に6.0%にとどまった｡しかし1992年に経済は､完全に

回復し､成長率は8.3%､ 1993年には8.0%となった｡ 1993年のGDPは､ 136兆5710億ドン(VND)
,す

なわち126億usドルである｡しかし､かなりの地下経済があることから,ここに現れていない部分

もかなりあると考えられる｡

GDPの成長予測にはさまざまなものがある｡ひとつには2010年における成長率を8-9%とするも

のがある｡世界銀行が1990年-20)2年の経済全体を予測しているものでは､最も確率の高い6.0%か

ら,最も楽観的な7.2p%までの幅がある.

ヴェトナムには社会経済開発計画として短期計画と中期計画がある｡短期計画としては､ ｢第5次

5カ年社会経済開発計画(】991 -1995)
｣があり､その中で以下の目標を掲げている｡

(イ) 主食用食糧及び加工食糧の多様化と生産増加をはかる｡

(ロ) 生活用品の入手を容易にし選択の幅を広げる｡

(ハ) 輸出を振興する｡

具体的には､以下の達成を目指す｡

一
平均年間経済成長率

一
平均年間工業成長率

一
平均年間農業成長率

一 輪出目標

一
人口増加率の減少

一 平均年間労働人口増加率

5
-6%前後

6-7%

3.5
-4.0%

現状の2倍以上(実質的には石油部門の寄与)

年間o.o6%

計画期間中,年間2.75%

この計画期間内の投資総額は約60億usドルで､海外からの融資額は約50億usドルと見積られる｡困

難はあったものの,この5カ年計画の前半は比較的確実に達成され､このことからヴェトナムは停滞

期間を終えて離陸の勢いを待たといえよう｡

中期計画は､ ｢2000年までの社会経済安定･発展戦略｣であり､ヴェトナムの開発の基本的枠組み

を示しており､以下の目標を掲げている｡

(イ) 社会経済の安定と成長をはかる｡

(ロ) 人々の生活水準をあげる｡

(ハ) 貧困と発展途上から脱却する｡

(ニ) 21世紀初頭における急速な発展への基礎を形成する｡

年間GDP成長率

年間工業成長率

年間農業成長率

年間サービス成長率

7.5%

)0-]2%

4.0-4.4%

7.0 - 8.0%

2000年の目標を達成するために必要な投資額は約40-50億usドルであり､うち50%について海外投

資が期待されている｡
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3.1.3 農業

農業は､ヴェトナムにとって大変に重要な経済部門であり,労働力の7割以上, 1,000万以上の世帯

を雇用し, GDPの3分の1以上に相当する｡

その生産の50%は､食糧作物(コメ,トウモロコシ,キャッサバ等の穀物)であり､次いで22%

を家畜生産が占めている｡加工等の収穫後処理が雇用創出とGDP増大に寄与している(下表参照)
｡

項目 生 産+
(fl-))-usト●ん)

食糧作物 3,721

家畜(水産を除く) I,621

工業作物 810

果樹作物 503

野菜及びダイズ 383

水産業生産物 300

その他 165

乱____全
(%)

49.6

2l.6

10.8

6.7

5.1

4.0

2.2

82.530 100.0

自家消費用のコメ生産が最も多く行われているo 食糧が生産されている900万haのうち650万h｡で

コメが栽培されている｡コメ生産は､ 1980年の1,160万トンから1994年の2,340万トンに,収量は､ 】980

年の2･lトン伽から1994年の3.6トン佃aとなり,また栽培面積も60万ba増加した｡その結果, 1994年に

は200万トンのコメを輸出し世界第3位のコメ輸出国となった｡これは､外貨獲得と､海外からの肥料

や桟材の購入に寄与した｡

ヴェトナムの緯度と標高の範囲が広く､栽培可能な野菜･果物の種類が多いもののそれらは,農業

生産の10%余りを占めるに過ぎない｡国内価格が低いことと､輸出市場が未発達であることがその生

産の拡大を阻害している｡

工芸作物は､ 1994年に140万haで栽培されている｡コーヒーと茶のプランテーションは安定した生

産を続けている｡サトウキビのプランテーションは,広がりつつあり今では10万haを占めている｡

ゴムについては250万haを占めるがその単位収量は低い｡工芸作物は,現在,焼畑が多く行なわれて

いる中央高地において,転換作物として政府が推奨している｡

家畜生産は急速に発展し農業部門の22%を占めるに至っている｡食肉生産のうち75%カゞ豚肉であり,

ヴェトナムにおける一人当たりの食肉消費量はまだ小さく､ほとんどが輸出用である｡飼料の入手が

容易になったことから,過去10年間に豚肉生産が40%増加した｡

漁業と魚の養殖は,農林水産業の中で重要な位置を占めている｡ 1994年における漁業と養殖によ

る漁獲量は120万トンであり､与れは, 1985年の50%増である｡これらは､ヴェトナムのGDPの9%で

あり, 1994年の輸出額は4億5800万ドル,輸出総額の15%Lこ相当する｡また国内で消費される動物性

蛋白質の40%を供給し】20万人の雇用を創出している｡

しかし魚の乾燥､発酵､調味料作り､冷凍等の加工技術は低レベルに留まっている｡水揚げされ

た魚の20%は加工され､主に日本､香港,シンガポールへ輸出されている｡ 1993年に政府は､主に沿

岸における過剰な漁獲を防止するために漁業に関する規制を強めた｡この規制には､海洋資源の保護､

漁業管理､開発方法等が盛り込まれている｡
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林業も､農林水産業における重要な部門である｡ヴェトナムの国土3,300万haのうち】,900haが森

林に分類されている｡ヴェトナムにおける木材加工は全て国内で行われている｡年間300万m3の丸

太を使用しているが,加工の技術水準は低く無駄が多く発生している｡製材のほかに､合板､ベニヤ

板､年間約10トンの紙が生産されている｡

現在約80万人が,森林消失に関わりの深い焼畑に依存している｡ほかに2万人が畑は移動させる

が住居は固定しておくという種類の異なる焼畑を行っている｡また稲作の補助として焼畑を行うと

いう場合もあり､これは第三の焼畑とみなすことができる｡これら三種類の焼畑が組合わされて､

森林破壊の大きな原因となっている｡また薪炭材の採取も森林破壊への影響が大きい｡政府は､焼畑

農民に対してアグロ･フォレストリーなど持続的な農法を勧めている｡また森林消失に対抗するた

めに森林保護地域を設けるとともに植林プログラムを実施している｡植林については､今までにt00

万haの行われたがそれらは早生樹であった｡現在政府は､環境的に好ましく経済的価値もある樹種

の導入を推奨している｡

港概､排水,洪水防御のための水源管理については,ヴェトナムの約半分が澄渡されているか､あ

るいはなんらかの水管理を受けている｡紅河流域では､ 90%8こおいてメコン川流域では20-30%にお

いては藩概または排水が行われている｡過去10年間にカンボジア国境まで水源管理の対象が拡大さ

れ,その結果350万haの土地で一期作から二期作への転換が行われた｡ほかには238,800haにおいて

農業のために排水が適切に行われるようになった｡水利費は農業･農村開発省のガイドラインにし

たがって省ごとに課される｡しかしその額は,シ■ステムを維持管理するための資金の4-7%8二過ぎず､

新たな資金源が必要とされる｡

3.1.4 農業開発戟略

農業部門における目的は以下のとおりである｡

(1)食糧保障

(2)収入の増加と貧困の低減

(3)長期間の持続的な自然資源管理

政府は､次の3段階の基本政策を採用している｡

(イ)ヴェトナムの農業資源を最も生産的に利用するように､また持続的開発と環境保全の原則に

したがうように,政策と規制を構築する｡

(ロ)農業開発の基本的な部分への公共投資を促進する｡

(ハ)農業の一部門や地域の要求に対応するように､ミクロ経済的な政策をとる｡

(イ)については､土地登録制度等が必要であると同時に,農家金融を利用しやすくしていくために

財務部門の改革も引き続き行う必要がある｡ (ロ)については､もっと市場指向の経済とするととも

に従来の中央集権的な経済システムを改める必要が指摘されている｡ヴェトナムの小規模農民は､

政府の支援を必要としており､政府は以下のことを事項を優先すべきと考えている｡

一 研究と普及サービス

ー 藩政と水資源管理

一
農村基盤整備
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政府は､新しい技術や手法の普及のために､研究能力や普及サービスの向上を目指す｡新しい技術

や手法の導入が,食糧保障､収入の増加と貧困の低減,さらには長期間の持続的な自然資源管理に寄

与すると考えられるからである｡

政府は,港概及び水源資源管理を広めると共に,引き続いて既存の港概排水システムの改修･改善

に努める｡このことは高収量米や高価値の商品作物など新しい技術や手法の導入を側面から支援する

ことであ,り重要な意味を持つ｡

政府は､農村基盤と経済成長地区との連係を強化する｡特に作物を商品化し職業の幅を広げるとい

う観点から,農場と市場を結ぶ道路の改善は留意されている｡また食物加工に必要な農村基盤や他の

軽工業等の整備､農村の電化,安全な水と衛生設備の供給も重要である｡電化は,通信を充実させ作

物加工業を支援するという役割の他に､森林破壊防止という点から薪炭材の代用として期待されてい

る｡さらに融資の充実も図られる｡

(ハ)については,農業基盤整備への投資等の支援は,農業の一部門や地域の要求に対応するよう

に行うべきであることを,政府は確認している｡

他にも､政府の今後の重要な政策や規則がある｡例えば農業-の民間投資の推進,流通の改善､国

営企業の法人化と近代化の促進,外部指向の農業開発の推進,天然資源の持続的利用の強化,農業関

連の管理運営の効率化などである｡

政府は､精米､乾燥､貯蔵､輸送など収穫後処理の施設への民間投資を､従来通り促進する｡ま

た農業関連の国営企業の合理化と近代化についても従来とおり実施する｡政府は貿易自由化や外国

資本の増加等,外部指向の開発政策を打ち出している｡しかし食糧保障の面から,食糧輸出につい

ては規制が続行される｡食糧輸入については､地域の噂好に合致したものを生産することで競争原理

によって､輸入代替が行われるだろう｡

政府は､次の10年間に農業部門が年間約 4.5%成長することを予測している｡これは他の工業や

サービスの部門に比べて低いが､政府は､生産性の向上,土地の利用拡大などによって農業生産の

急増を期待している｡

政府は,畜産部門の急激な成長とGDPに占めるシェア増大を見込んでいる｡さらに工業作物と養

殖漁業の成長が期待されている｡コメは相対的に重要度は落ちるが生産の絶対量は増加することが期

待されている｡

農業従事者一人当りの農産物を増大させることが重要であるが､一方で農産物の増加のためには,

耕作､苗床の準備､水管理等において労働力を要する｡したがって農産物増加により､失業者の減

少と農家収入の増加が期待できることになる｡また港瀧施設等への投資は価格の高い作物の栽培を促

すことになり､さらに､農村における小規模軽工業やサービス業の成長は､農業以外の雇用の場を

提供することとなる｡
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3.2 ヴェトナム北部農業普及センター

3.2.1計画の背景

北部ヴェトナムに位置する紅河デルタは､南部のメコン･デルタと並ぶ穀倉地帯であり､北部山岳

地帯への食糧基地としての役目を担っている｡しかし､不規則な天候の影響､特に冬から春にかけて

の乾期には低温､日照不足と水の不足のため､農業生産は不安定な状況下にある｡コメの収量は､平

均が3トン伽以下であり,北部ヴェトナムでは､毎年約60-70万トンが不足している｡農家の経営規模

が小さいことや農地の新規拡大が困難な状況で農業生産を増加するには､収量の増加と作付率の向上

が考えられる｡

計画対象地域は､紅河デルタの中心にあり,ハノイ市からも近いため､換金作物(野菜,豆類)の

栽培が盛んに行なわれている｡しかし,農家の平均耕作面積が0.3ha以下であることから,農家収入

が低い｡このため､農家収入を増加するには,コメに変わる野菜,豆類,等の換金作物の導入､畜産

の振興等が必要である｡

ヴェトナム農業食品工業省(現在の農業･農相開発省)は､ 1990/91年から1994/95年にかけて日本

の民間企業の協力を得て,ハノイ市近郊のミ-バン県で農業技術普及のための実証試験栽培を行って

きた｡この農場は､ 4baの規模で日本式の栽培技術や農機具を使用し､作物収量の増収や換金作物の

導入に関する新技術の確立を目指していた｡ 1994/95年,今までの試験栽培の結果をもとに､農業省

職員や普及員た対するセミナーを開催すると共に､農家への普及活動として新聞,テレビ等を通じて

技術の広報活動を行って来た｡

この成果を踏まえ農業食品工業省は､ ｢ミ-バン農業開発センターおよびパイロットファーム｣を

1994年度の技術協力案件として日本政府に要請を出した｡しかし, 1995年度の案件では､要請が出さ

れていなかったため今回のフォーローアップ調査を実施した｡ 1995年12月にヴェトナム政府は､大

幅な政府機関の組織変更を行い､農業食品工業省は､農業･農村開発省となった｡現在､農業･農村

開発省は､本計画の事業内容に畜産や普及員のトレーニンング施設を追加し, ｢ヴェトナム国･北部

農業普及センター計画｣として日本政府の協力を期待している｡

3.2.2 計画地域の概要

(1) 位置

計画対象地域は､紅河デルタのほぼ中央部に位置し,ハイフン省､ミ-バン県に属する｡首都ハノ

イと国際港湾都市ハイフォンとを結ぶ国道5号線沿いにあり､センターの候補地は､ハノイから東北

東約30km (車で40分位)にある｡

(2) 人口

ミ-バン県の総面積は､ 22,00Ohaでその内16,000haが農地として利用されている｡県の人口は､

38力付254,000人で,その内農業労働人口は､ 89,000人である｡

(3) 気象

計画対象地区は､モンスーンの影響を受けるため､雨期と乾期が明確に分かれている｡雨期は5月
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から10月まで､乾期は11月から翌年4月である.降雨量は､年間平均1,600mmで, 1,800- L,000mm

の幅で変動している｡降雨量の約60%Eま, 6-9月の4カ月に集中している.

(4) 土壌

計画対象地域の土壌は､紅河およびタイビン河の沖積土壌であり,その約80%は､アルカリ性の土

壌である｡土壌の肥沃度で見ると､低度肥沃土壌が約60%を占め､残りの25%が肥沃土壌, 15%が

中程度肥沃土壌の割合となっている｡センターの実証農場候補地は､低度肥沃土壌となっており､収

量増加のための栽培技術の改善が必要とされている｡

(5) 農業

計画対象地域の農業は､ 6-10月にかけて栽培される雨期作(夏作)と11月から翌年5月にかけて

栽培される乾期作(冬･春作)に分かれている｡潅叔用水が十分な圃場では､雨期作と乾期作共に稲

作の二期作栽培が行なわれている｡潅瓶用水の不足する圃場では,乾期作(裏作)として､ジャガイ

モやサトイモの二毛作栽培が行なわれている｡主な作物の作付面積は､雨期稲作が13,800ha､乾期稲

作が12,800ha､裏作として4,000-5,000haとなっている｡しかし,雨期に度々起きる台風の大雨と強

風による洪水･冠水の被害と乾期(春作)の冷害等により､毎年作物の生産に大きな被害が出ている｡

(6) 潅概

計画相象地域の潅瀧施設は､北部フンハイ潅概･排水施設の一部であり,潅概方式として重力潅概

と低い揚程のポンプ潅概がある｡約12,800haの潅概面積の内､重力潅概の面積が5,000haで,残りが

ポンプ潅概の面積である｡しかし､基幹の潅概･排水施設およびポンプの老朽化により､潅概用水の

不足や排水不良の問題が起きている｡

3.2.3 計画の概要

計画対象地域には,農業.農村開発省直轄下の植物保護センター､農業機械化公社(ミ-バン県)
､

食糧研究院,ライカック種子センター(ハイフン県)等がある｡農業･農村開発省は､これらの機関

の連携強化を深め､紅河デルタ農業開発の拠点として位置づける意向である｡本計画の農業普及セン

ターは､近隣に位置する農業関連研究機関の技術的､人的な支援と協力が受けられる状況にある｡

本計画は,紅河デルタ地域の中心地に農業開発センターとパイロットファームで構成される農業普

及センターを建設し,最新の栽培技術および農産物の品質管理技術の移転と普及を目的としている｡

また､本計画の目標は､各作物の収量増加と作付率の上昇を目指した栽培実証試験を通じ改善技術の

確立とその技術移転･普及を行い北部ヴェトナム地域の食糧不足の解消に寄与する｡また,野菜,換

金作物,畜産等の輸出向け農産物の生産の増加と品質管理技術の改善を行い,農業収入の増加による

農家の所得と生活水準の向上を目指す｡

本計画では､日本政府への要請内容として無償資金協力とプロジェクト方式技術協力があり､無償

資金協力では､ (1)農業開発センター, (2)パイロットファーム, (3)資機材供与が挙げられて

いる｡

ー21-



(I) 農業開発センター

農業開発センターには､ (∫)トレーニングセンター(ロ)種子･収穫後処理技術センター(ハ)杏

産センター, (ニ)農業機械センター等から構成されている｡

(イ)トレーニングセンター

普及員および農民を対象として,作物栽培コース､農業機械コース､水管理コース､畜

産コース等に分け､年間5001600名規模で実施するo

(ロ)種子･収穫後処理技術センター

40ha規模の種子圃場で,種臥換金作物,野菜等の種子生産を行う｡また,農産物の収

穫後処理と加工技術の試験施設を併設する｡

(ハ)畜産センター

畜産加工技術の改善を目的とした､飼育場､加工場を建設する｡

(ニ)農業機械センター

機械の保守･修理技術の訓練および技術移転を行う｡

(2) パイロットファーム

パイロットファームは,水管理と作物栽培の管理を考慮して､ 400ha程度の規模とし､将来､紅河

デルタを中心とした北部ヴェトナム地域の農業栽培技術と技術普及の際の問題点の把握,改善技術の

確立を行う｡また､デモンストレーション圃場を通じて､農民への展示効果を期待する｡

パイロットファームの建設候補地は､既存の水田であるが潅概･排水施設が不十分なため乾期に潅

概用水の不足と雨期に排水不良が生じている｡このため､潅瀧揚水の補給施設としてポンプ場(1カ所)

と排水改良のための排水ポンプ場(4カ所)の建設を行う｡また､水管理の合理化と改善のために圃場

整備として区画整理を行う｡

(3) 機材供与

農業機械および修理関連機器､収穫後処理･食品加工関連機器,種子品質試験関連機器､トレーニ

ング関連機器､事務所用機器､気象･水利観測用機器等が含まれる｡

3.2.4 調査団の所見

本計画は､ 1990/91年から1994/95年まで日本の民間企業の資金と技術者により日本式稲作(コメ)

栽培技術の実証試験栽培を行ってきた｡この農場は, 4baの規模で日本式の栽培技術や農機具を使用

し､作物収量の増収や換金作物の導入に関する新技術の確立を目指していた｡ 1994/95年までの試験

栽培の結果は､農業･農村開発省､国家計画委貞会(stateplanningCommittee)
､ハイフン省人民委

員会､その他関係横関や農民から高い評価を受けている｡

農業･農村開発省は､国家開発計画の重要な目標である北部ヴェトナム地域での農産物の増産と食

糧自給の達成に向け､日本式農業の技術指導､農業開発センター,パイロットファームの建設および

必要資機材の供与を含めて総合的な援助を日本政府に要請した｡

~方､ 4haの圃場は､日本企業の技術者の引き上げに伴い農民に返還されたため､現在は看板を残

すのみである｡ハンドトラッククーや農業機械･器具類は､近くの農業事務所に保管されている｡
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Ⅰ995年12月,農業･農村開発省は､組織の再編に伴い既存の開発調査案件の見直しを行っている｡

本計画についても目的と内容についての再検討を行った結果,北部ヴェトナム地域における稲作,野

菜､換金作物､畜産分野を含めた最新技術の実証と普及活動の強化の中核となる｢ヴェトナム北部農

業普及センター計画｣として､再度日本政府に要請を出す予定でいる｡
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3.3 ビンデイ省南部地区農村開発計画

3.3.1計画の背景

1969年､当時の南ヴェトナム政府はビンデイン省南部地区の殆どを流域とするコーン川流域におけ

る澄渡農業と水力発電を中心とした､ビンデイン総合水資源開発計画のマスタープラン調査を実施し

た｡計画では合計53,000haを対象とする7藩政事業が提案され､また2っの大規模貯水池の建設が計画

された.一つは､コーン川本流に建設される港概目的のデインビンダムと,バ川からコーン川流域へ

の転流によるアンケ多目的ダムである｡

このマスタープラン調査で優先事業として提案されたビンデイン港概事業(8,000ha)は､アジア

開発銀行の援助を得て1985年に完成した｡ヴェトナム政府は引き続き港概施設拡張への努力を続け

ている｡濃瓶用水源はコーン川支流及びその周辺の小河川に多くの小規模貯水池を建設することで確

保するというのが, 199】年までの政府の当地域ので港概開発方針であった｡

しかし1992/93年に､大規模な干魅がこの地域を襲い,殆ど全部の貯水池が干上りビンデイン省南

部地区の37,500haの夏秋期稲作のうち12,000haが甚大な被害を受けた｡事態を重く受けとめた政府の

指示により､ビンデイン省人民委員会は西暦2000年を目標とした総合水源開発計画策定のための予備

調査を行い､ビンデイン省南部地区の農業用水の安定供給のためにはデインビンダムの建設も含めた

更なる水源開発が必要であるという結論に達した｡同時に､既存の港概事業の改修､藩政地区の拡大､

生産性の向上も必要であり,そのための水資源開発も必要であることが確認された｡

3.3.2 計画地域の概要

(I)一般概要

位置及び地形

計画相象地区は,ヴェトナムの南部中央沿岸地域(southCentralCoastRegion )に属するビン

デイン州の南部に位置する｡当地域は地形上､ (イ)ビンデインとジアライの州境に沿った標高

600-700mの急峻な山岳地帯､ (ロ)標高30-200mの丘陵地帯､ (ハ)標高2-30mのコーン川下

流域平野及び(ニ)海岸沿いの約2km幅に渡るの砂丘地帯の4っに地帯に分けられる｡

人口

計画村象地区の行政区分は､ビンデイン省都であるクイニヨン市とフ-カット,アンニヨン､

タイソン､ヴインタン,ヴアンカン,テユイホックの6郡から成る｡ 1994年の人口は,州全体の

65%Bこ当たる92万人で､人口密度は､クイニヨン市で1,057人/km2､農村部では25-780人

/km2である｡労働人口は約50万人で主に農業に従事している

Jiも.哩
計画相象地区は,熱帯モンスーン気候で､雨季は9月から12月であるが5月から6月にかけて小

雨期となる.年平均降雨量は1,680mmで,その内77%が雨季に集中している｡年間平均気温は

26.9度である｡クイニヨン市の気象データを下表に示す｡
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(℃)

1月 23.1

2月 23.9

3月 25.4

4月 27.3

5月 28.9

6 j] 29.7

7月 29.8

8月 29.8

9 j] 28.4

10月 26.8

ll j] 25.4

】2月 23.7

(%) (mm/)I ) (時間/月)

84 65

82 57

83 67

83 71

80 88

74 1】0

71 121

7】 12(i

78 85

83 68

84 63

83 62

164

204

255

264

275

239

269

23(～

202

179

127

131

(nvs) (mm)

2.3 65

2.0 33

2.2 22

2.0 34

I.7 61

2.0 57

】.8 58

2.0 62

1.5 253

2.2 457

2.8 397

2.7 178

2().9 80 984 554 2.1 1

丞窒

計画相象地区には,ラティン川､コーン川､及びハ一夕ン)"の3本の河川がある.ラティン川は,

流域780km2,全長52kmの中規模河川で､ヌオックゴット湾に注いでいる｡コーン川はビンデイ

ン州最大の河川で､流域面積は､河口で3,607km2,トン水文観測所で1,677km2
､ビンタン合流

点で2,235km2である｡コーン川は､ 3川に分流しチ-ナイ干潟を経由して海に注ぐ.ハ一夕ン

川は,流域580km2で同じくチ-ナイ干潟に注いでいる｡

これらの河川の主要水文語数値を以下に示す｡

ラティン川 コーン川 ハ一夕ンJl

流域面積 (km2) 780 1,677 430

年間平均雨量 (mm) 1
,800

2,040 1,950

年間平均液量(m3/秒) 21.4 58.8 13.6

年間75%流量(m3/秒) 14.5 42.4 9_38

1(Hl出虹j､:i!t_i,1.ミL_二______也...............⊥
_

これら3河川の年間流量分布は年毎に大きく変動し､一般に1月からの9月は流量が少なくこ

の9カ月は年間流量の30%を占めるに過ぎない｡しかし小洪水が, 5月から6月にかけて発生するo流

量が最も少なくなるのは4月又は8月である｡

洪水は10月から12月にかけて発生する｡コーン川のピントウォン水文観測所の20年間のデータ

によれば年間最大洪水は, 2,860m3/秒から106m3/秒と大きく変動している｡川の形状が狭小

で急勾配のため,一般に洪水は短時間に鋭いピークを示しながら発生する｡

ヴェトナムでの潅概計画の策定に用いられる75%確率(4年干魅)の月流量を下表に示す｡
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コーン川 コーン川 ハ一夕ン川

デインビンダム地点 ピントウン観測所 ハ一夕ン堰

碓域面積-1.040km2 流域面積-I.677km2 流域面積-430km2

1月 24.]6

2月 12.97

3月 8.54

4月 7.03

5月 9.39

6月 12.24

7月 8.97

8月 6.15

9月 12.34

10月 86.14

11月 116.45

】2月 47.4

29.72

15.96

10.51

8.65

1l.55

15.05

10.82

7.57

15.18

105.49

Ⅰ43.28

58.31

29.30 36.05

土壌及び土地の可能性

計画対象地区には､ 6っの土壌グループがある｡その内で最も重要な土壌は水田土壌であり､

これは計画対象地区の半分以上を占め,一般に澄渡農業に適している｡

(2) 農業の現状

土地利用

計画対象地区の農地は､ 68,370haであり､地区全面積の395,426haの17%を占めている｡農地

は､一年生作物,永年作物､草地､漁業用水面の4っに分類できる｡ 1994年における計画相象地

区の合計面積は下表に示す｡

土地利用分類+ 面 積

(ha)

農漁用地合計 68,368

一年生作物

永年作物

草地

漁業用水面

森林

道路､他

住宅地

荒れ地

58,001

6,117

3,014

1.236

123,485

15,635

9,453

178,485

劃____全
(%)

17.3

14.7

l.5

0.8

0.3

31.2

4.0

2.4

45.I

395.426 100.0

稲作栽培面積は40,000haであり＼これは全農地面積の59%､一年生作物栽培面積の69%であ

る｡

作付体系と耕種法

計画対象地区における主な作物はコメである｡次いでキャッサバ､ラッカセイ､サトウキビ等

である｡畑作物としてトウモロコシ､サツマイモ,ダイズ､タバコがある｡作付体系は場所によ

り様々である｡港瓶用水が利用できるところでは､用水量によりコメを3回,コメ2回に畑作物

1臥或いはコメl回に畑作物2回の3作を栽培している｡用水が不足しているところではコメ2
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回,またはコメ】回に畑作物l回の2作か, 1作のみの栽培をしている｡年間作付率は､ 240%カ､

ら40%までの幅があるが平均158%と推定され､うち10%Eま乾季作のキャッサバである｡

計画対象地区における耕種法は一般に労働集約的作業が行われている｡コメについては､ほと

んどの場合が直播であり､地域の改良種を含む高収量品種が広く用いられており､生育期間は､

95-110日と通常より短い｡

農業生産の現状

1994年における計画対象地区の合計農業生産を下表に示す｡

面積 生産量
(h) (トン)

86m 301,401

34.673 135,163

26,489 95,772

25,596 70,466

816 2,492

951 4,277

7,434 51,288

3,549 】】7,】58

4,857 4,872

776 965

184 131

3､0(i7 28.304

コメ(籾)合計

冬春作

夏秋作

雨期作

トウモロコシ

サツマイモ

キャッサバ

サトウキビ

落花生

大豆

タノヤコ

その他

3.50

3.34

1.94

3.05

4.50

6.90

33.01

1.00

】.24

0,71

9.23

計画相象地区においては､ウシ､ブタ,家禽など家畜生産も農業の重要な部分を占めている｡最

近の食糧需要の伸びが家畜増産に拍車をかけており､在来種と輸入種の掛け合わせによる品種改良

を行って輸出を目指している｡

ビンデイン省における魚の養殖は､ 3,350haで行われている｡国内消費及び輸出用のエビ養殖が

テユイホック,フ-カット､フ-ミ-の各郡とクイニヨン市で集中的に行われている｡汽水域に

おけるエビの養殖は､半集中的(semi-intensive)といえるものでその平均生産量は､ 300kg/haで

ある｡計画対象地区における養殖漁業生産高は､ 1991年から1994年の期間に約100%と急速に増加

した｡

(3) 既存藩概計画

計画相象地区には1994年の時点で67の既存港概事業があり､うち5】事業が貯水池を水源とし､ 14

事業が取水堰､ 2事業がポンプ場からの取水によっている｡計画港概面積の合計は, 30,220haである

が実際に港概を受けている農地面積は,約24,517haである｡

3.3.3 計画の概要

(1) ビンデイン南部地区農村開発計画の必要性

世界銀行が1995年に出版したヴェトナムの貧困に関する報告書によれば,ビンデイン省は人口当り
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GDPが30万ドン(VND)以下でヴェトナムの53省の内10番めに低い｢低収入省｣と分類されている｡

そのため省人民委員会は経済開発と貧困撲滅を目標として､公的資金は勿論､国内外の民間投資の積

極的な導入を図り経済開発の振興に努めている｡とりわけ､農業と農産工業の振興がその中心をなし

ている｡

これら経済開発のための投資計画では､当地域の社会経済構造の根幹を占め､農業生産増大による

農家収入と生活水準の向上に貢献する港概農業開発を最優先事業として位置付けている｡しかし､当

地域の水資源の不足と貧弱な社会･生産基盤が藩政農業開発を含めた持続性のある経済開発の阻害要

因となっている｡更に制度面においても市場経済にマッチした改変と強化が必要である｡

このような地域の社会経済的要請を背景として,ビンデイン南部地区農村開発計画の事業化が強く

望まれており､この計画は当地域における農業生産の増加と農産工業の振興に直接に寄与するのみな

らず､コ-･ン川の水資源開発による他産業及び公共分野の開発事業にも寄与することが期待されてい
る｡

(2) ビンデイン南部地区農村開発計画の経緯

ビンデイン省南部地区における港概開発計画の歴史は1960年代に遡る｡ 1975年以前では､日本の

コンサルタントである日本工営とメコン委員会が各々調査を行っている｡戟争終結後の1976年から

1978年にかけて水資源省(現在の農業･農村開発省､水資源･潅概局)のRegionNo.5水資源計画調

査団(PST-R5)が捻合開発計画を策定した｡

日本工営は,タイソン､アンニヨン､テユイホック､フ-カット､フ-ミ-郡に以下の7っの事

業からなる52,800haの濃概開発計画を提案した｡

Dong Sim貯水池藩概計画

Nui Not貯水池港概計画

Song Dap Da港概計画

TanAn濯概計画

Van Phong港概計画

Phu Myポンプ港救計画

Dong Tre藩概計画

1
,300ha

2,500ha

7,600ha

6, 100ha

15
,000ha

18,300ha

2
,000h

a

上記の藩概事業への用水確保も含めて,バ川からコーン川への転流によるアンケ多目的貯水池計画

とコーン川本流にデインビン貯水池を建設する計画も提案した｡メコン委員会も別途に当地域の水資

源及び農業開発計画の予備調査を実施し､日本工営の提案とほぼ同様な開発計画を策定した.一方,

戟争終結後にPST-R5は主にコーン川支流に多くの小規模貯水池建設とアンケ多目的ダム建設による

数件の開発計画案を策定した｡この開発計画案が港概開発のガイドラインとして用いられており､現

在主に小規模貯水池を水源とする67件の既存港概事業がある｡

これら既存事業の港概設備はかなり整備されているといえるが,実際にはその港概率はまだ低く､

次のような問題点がある｡

一大部分の貯水池は小規模で貯水容量が小さく,乾期には用水不足をきたし,一方雨季には洪
水を生じさせる｡

一資金の大部分が1978年から1983年の間に建設されたダムや堰に使われたため､水路等の港
概施設は貧弱である｡
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一州の予算が不十分であることに加えて､最近の干魅や洪水により農業被害が大きく水利費の
徴収率が悪いため資金が不足し直概施設の維持管理が不十分である｡

- 潅概施設は建設から15年以上を経て損傷が激しい｡

一 連放水路は毎年の洪水による堆砂が著しい｡

-上流域における森林消失が,流量の減少と貯水池への沈砂の増加を助長している｡

また､ 28,000baの農地への藩政用水以外に､生活用,工業用､養魚用と他の部門での水需要が高

まっている｡

(3) 開発計画

計画対象地区のうち港概開発が可能な面積は, 57,600haである｡そのうち既存の67の港概事業の面

積は30,220ha,残りの27,380haは新規事業である｡本開発計画の主な目的は､既存の潅概計画の港概

排水施設を改修･改善し､新規の藩概排水施設を建設することによって､農業生産と農家収入を増加

させることである｡また本開発計画には､市場-の道路の改善､電化､安全な水と衛生設備の確保等

による生活レベルの向上等を支援する農村開発も含むものである｡さらに農業支援システムや協同組

合等の制度の強化にも留意していく｡

計画対象地区における農業開発は､一定のコメの生産は確保しながら市場を指向した作物の多様化

を図り農業生産と農家収入の増加を目指す｡農業開発は∴次に述べる方法で実施する｡

イ)既存の30,200haの藩概計画については,必要な用水を搬送できるように頭首工を含めて港

概排水施設を改修･改善する｡

ロ)藩概開発と並行して農村生産施設の整備と農業支援制度の強化を図る｡

ハ)既存の30,200haを含め､港概開発の可能性のある57,600haの港概計画については,年間を

通じ作付けできるよう､在瓶用水の水資源を確保するo

ニ)上記水資源開発と並行して､潅瀧地区27,380haの拡大を図る｡

(4) 澄渡開発計画と水収支

計画対象地区は以下の7っの計画地区に区分される｡

イ)北ラティン川地区

ロ)南ラティンー北コーン川地区

ハ)タンアンーグップダー地区

ニ)南コーン川地区

ホ)南ハ一夕ン川地区

へ)ヴアンカン地区

り ヴインタン地区

各計画地区の開発計画は次のように策定する｡

イ)北ラティン川地区

一既存事業の4,379haに対して貯水池を含めた既存港概施設を改修･改善する｡

一新規港概地区50haを藩政するための取水堰と水路網を建設する｡

一新規港概地区3,297haに村してコーン川からの導水路を含めた水路網を建設する｡
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ロ)南ラティンー北コーン川地区

一既存事業の5,4】3haに対して貯水池を含めた既存濃概施設を改修･改善する｡

一新規潅概地区1,364haを藩政するための､取水堰と水路網を建設するo

一新親藩概地区10,899haに対してコーン川からの導水路を含めた水路網を建設する｡

ハ)タンアンーダップダー地区

一既存事業の】4,020haに対して貯水池を含めた既存港概施設を改修･改善する｡

-コーン川の水資源開発により,既存事業14,020haの藩概用水を確保する｡

ニ)南コーン川地区

一既存事業の5,475haに対して貯水池を含めた既存港概施設を改修･改善する｡

一新親藩概地区2,046haを港漉するための3カ所の貯水池と水路網を建設する｡

･新規鹿渡地区2,657haに村してコーン川からの導水路を含めた水路網を建設する｡

ホ)南ハ一夕ン川地区

一既存事業480haを濃漉するための貯水池を含めた既存港概施設を改修･改善する｡

一新規港概地区1,763haを港漉するための取水堰と水路網を建設するo

一新親藩概地区2,039haに対してコーン川からの導水路を含めた水路網を建設する｡

へ)ヴアンカン地区

一既存事業253haを潅漉するための貯水池を含めた既存港概施設を改修･改善する｡

一新親藩概地区1,700haに対して6カ所の小規模貯水池の他､取水堰,水路網を建設する｡

り ヴインタン地区地区

一既存事業200haを港概するための貯水池を含めた既存港概施設を改修･改善する｡

一新規港概地区360haに村して2カ所の小規模貯水池の他､取水堰と水路網を建設する｡

一新親藩概地区1,204haに村して6カ所の小規模貯水池の他､取水堰､水路網を建設する.

上記計画を要約すれば､タンアン-ダップダー地区を除く既存港概地区と,新規港概地区の一部

7,280haについては､コーン川の支流と他の中小河川の水資源により港概する｡一方,タンアン-ダッ

プダー地区の14,020haと新規港概地区27,379baのうちの20,100haについては､コーン川本流の水資源

により港概する｡またコーン川の水資源は､生活用､工業用､及び養魚用としても利用する｡

コーン川の水資源の開発可能性については,上記需要を考慮して水収支を計算した｡その結果全て

の需要を満たすためには2010年に530百万m3の貯水容量が必要であり､うち300百万m3は港混用､

230百万m3は,生活用と工業用及び養魚用である｡

(5) 事業実施計画

農村開発計画の事業は次の3段階で実施する｡

第1段階:既存港概施設の改修･改善｡

既存の67港瀧事業の30,200haの藩瀧排水施設の改修･改善を行う｡

農村部の道路網､給電施設､農村給水施設の改善と新規建設を行う｡

農業支援サゼスと農民協同組合に関連した建物の改善と新規建設を行う｡
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第2段階:水資源開発

水資源開発は2っの事業に分けられる｡一つはコーン川支流及び近傍の中小河川に16の小規模

貯水池と7つの取水堰を建設することであり,一方はコーン川本流に530百万m3の容量を有すデイ

ンビンダムを建設することである｡またデインビン･ダムの下流にはヴァンフォン頭首工を建設

する｡

16の小規模貯水池の合計貯水量は84百万m3と算定されている｡デインビン･ダムはコーン川

河口から40kmの地点に建設され､その流域面積は1,040km2である｡ダムの高さは約70mで,地

形と地質の状況から判断して重力式のコンクリートダムの建設が想定されている｡ヴァンフォン

頭首工の建設予定地点は､デインビンダムの下流18km地点で､堤高4m､場長430mと想定され

ており､ 30kmの幹線水路が計画されている｡

第3段階:新規藩政計画の港瀧排水施設の建設

第2段階の事業と並行して､ 29の新規港概計画､合計事業面積27,379haの濃概排水施設を建設
する｡

(6) 期待される便益

本開発計画からは､様々な直接･間接の便益が期待される｡直接の便益としては,農業生産の向上

とデインビン･ダムによる洪水被害の緩和が期待される｡特に農業生産の向上は､作物生産の安定化､

収量の増加､作付率の増大により達成される｡また澄渡用水供給､農道網の充実､農業支援サービ

スの強化により市場価値の高い作物をへ○-スとした農業多様化が図ることが可能となる｡これにより農

民の所得向上は勿論､間接的には農業関連産業を推進し雇用機会の増大にも寄与する｡

結論として本開発計画は､地域経済の向上に伴う約100万人の生活水準を引き上げることに寄与す

ると言えよう｡またデインビンダムは農業便益のみならず,都市部の工業開発及び海岸地区の養殖漁

業からの便益をももたらすと期待される｡

(7) 管理及び組織

本開発計画の実施機関は､農業･農村開発省であり､ビンデイン省人民委員会の水資源局と農業漁

業森林局が協力する｡

(8) 環境･社会的影響の予備解析

本開発計画は､主に既存の稲栽培地域に計画されているため自然環境への著しい変化はないと考え

られる｡一般に,澄渡開発計画における環境･社会的影響は､貯水池やその他の施設整備のための土

地収用とその補償､及び地域社会の崩壊と建設期間中の農業活動である｡本開発計画について農村地

域社会は､十分な補償と土地の代替を条件に港概計画に同意している｡この規模の潅概計画では､共

通な環境･社会的影響とその考慮すべき緩和手段がいくつかある｡

主なものを以下に述べる｡

イ)肥料,農薬の使用による澄渡地区内とその下流において河川の水質が悪化が考えられるので､

その緩和手段が必要である｡

ロ)地表水及び地下水の水文と水質の変化により,地域における伝統的な水利用(井戸など)へ

影響が考えられるので､その緩和手段が必要である｡
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ハ)従来の作付への影響を最小限にすべく建設実施計画を作成する｡

二)農民が濃親閲発の便益享受に容易に投資できるように農業普及と農業金融を充実させる｡

ホ)管理､運営及び維持管理に関して､水利用組合等を通じて広報と受益者の参加に努める｡

へ)マラリア等水関連の疾病予防のために監視システムを確立する等,医学及び公衆衛生の面か

らも考慮する｡

り 計画対象地区の農民のみでなく､開発計画により二次的に便益を受ける周辺の地域社会に対

しても長期にわたる経済と生活水準の向上を考慮する｡

-り 水質､水中の生態､公衆衛生､社会的影響等の監視システムが必要である｡

3.3.4 調査団の所見

予備現地踏査に基づく調査の結果､本開発計画は地域の貧困改善とビンデイン省の経主剤犬況の向上

の点から,適切であると考えられる｡したがって早急にビンデイン州南部地区における水資源開発の

マスタープランと,優先度の高い開発計画についてのフィージビリテイ･スタディを行い､実施計画

を策定することを勧告する｡

ー32-



3.4 ヴェトナム南東地域農村総合開発計画

3.4.1背景

政府が推進する農業開発政策の戦略の一つとして公共投資の拡大があり,その戦略に沿って,政府

は国内の多くの地域で､藩概排水施設の改修･改善および港概と水管理システムの拡張を継続する意

向である｡また政府は､農村基盤と経済成長地区との連係を強化していく方針で､特に農場と市場を

結ぶ道路の改善､農村の電化､安全な水と衛生設備の供給が重要である｡これらの政策は､農家収入

の増加,農村部における生活水準の向上､そして最終的には社会的･経済的状況にお･ける地域格差を

緩和することを目指している｡

ヴェトナム南東埠域は､急速に経済開発が進行し,ホ-･チ･ミン,ビュン･ホア､ヴン･タウの

三都市を結ぶいわゆる経済三角地帯である南部集中経済地区(SFEA)の周辺に位置する.この南東

地域の農村部は､港概施設の不備と港概用水の不足により農業生産性が低い｡農村部の住民は貧困に

嘱いでおり､都市部と経済格差が人口の流出と都市集中を招いている｡

このような状況から政帝は､ドン･ナイ川とその周辺流域における水資源開発計画を推進しており､

幾つかの大規模な港概農業開発計画が策定されている｡またそれとは別に既存の濃概事業と小規模な

新規港概事業を対象とした総合農業･農村開発計画(Integrated Agriculture
and Rural Development

Prqject: IARDP)を策定するよう地方の要望が強い｡本計画は､農家収入の増加､農村部における生活

水準の向上,そして最終的には社会的.経済的状況における地域格差を緩和することを目指している｡

3.4.2 計画地域の概要

(1) 位置及び地形

計画対象地域は,ヴェトナム南東地域に位置するラムドン,ダクラク,ニントアン,ピントアン､

ソンベ,ドンナイ､バリア･ヴンタウ､タイニンの8省から成り､その面積は, 62,658km2である｡

計画対象地域は,社会･地理的に北東及び南部地域(ソンベ,ドンナイ,バリア･ヴンタウ及びタイ

ニン)
､南部中央海岸地域(ニントアン,ピントアン) ,中部高原地域(ラムドン,ダタラク)の3

地域に分けることができる｡

(2) 人口

ホーチミン市を含むヴェトナム南東地域の1993年の人口は､ 1,710万人と見込まれ､これは全人口

の17%Lこ相当するヴェトナム南東地域の1979年から1989年までの人口増加率は､ 2.74%,これは全

国の2.Ol%8こ比べてかなり高い｡今後の人口は,年間2.68%増加し､ 2015年には2,010万人に達する

と予想されている｡

(3) 気候

計画対象地域は,熱帯モンスーン地帯に属し, 5月から10月までは南西モンスーンによる雨期であ

り､ 11月から4月までは北東モンスーンによる乾期である｡調査村象地区の平均年間降雨量は､

1,945mmであり最も多い降雨量はダックテ川付近の2,800mmである｡平均年間降雨量は､南西に向

かうほど少なくなりドンナイ川の河口で1,400mmとなる｡また南東に向かっても減少しフアンリーム
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イデイン地区では800mmである｡

気温は, 12月から1月にかけて最も低く､ 4月から5月に最も高い｡気温は標高にしたがって低く

なる｡日較差は7-8℃である｡

平均年間相対湿度は､タン･ソン･ホア気候観測所における 77.4%から,パオロック気候観測所

における85.6%までの幅があるo 6月から10月までの雨期に相対湿度は高く85.8%Cこ達する｡ほと

んどの気候観測所でのPicheによる観測値は､ 102.1mm/月である｡ 3月の163mm/月から10月の

64mm/月まで､季節変動は大きい｡

平均月間日照時間は, 8月の5.4時間/日から2月の9.1時間/日までの変動がある｡計画対象地域

における平均月間日照時間は7.2時間である｡

(4) 水文

計画対象地域は,ドンナイ川流域､サイゴン,ベ､ランガ､西バンコ及び東バンコ川､ピントア

ン省とニントアン省の海岸地域､そ.してバリア･ヴンタウ省の7流域または地域に分けることができ

る｡これらの流域面積の合計は, 48,417km2である｡計画相象地域には, 15カ所の流量観測地点があり､
各観測地点での流出係数はデルタ地帯に比して降雨量の多い山岳地帯が高いという傾向がみられる｡

山岳地帯の流出係数は､ o.51とo.60の間にほほおさまっている｡

(5) 土壌及び土地利用性

稲作に適した土地は9%である｡一方､現在稲作に利用されている土地は約Ⅰ4%であり､このこと

は稲作に適した土地は既に稲作に利用され､さらに急傾斜地など不適な土地も耕作されていうことを

示している｡畑作に適した土地は42%である｡一方,現在畑作に利用されている土地は約23%であ

る｡現在､稲作に利用されている土地でも排水施設を設置することで畑作に利用可能である｡

3.4.3 農業の現状

計画対象地域の3地域における農業と藩概の特性を以下に述べる｡

(1) 計画相象地域の概要

北東および南部地域

この地域の開発は近年までは比較的遅れていた｡食糧生産は需要の50%8ことどまり､不足分は

メコンデルタから補っている｡港概面積の全農地に対する割合は】0%と低い｡しかし,ドンナイ

川の豊富な水を利用可能とすることにより､農業開発の大きなポテンシャルを持っている｡北東

部は､工業作物-ゴム,コーヒー､カシューナッツ､果物､タバコ等が栽培されているが,今後

はその面積と生産量を拡大していく｡

南部中央海岸地域

この地域では､降水量が年間800mmから1,500mmと少なく､年ごとの変動も大きい｡従って

気候と河川流量などの制約から生産量増加が妨げられている｡絶対的な水不足によって作付率が

低下していると同時に､港概施設の劣化によって状況がさらに悪化している｡しかし濃瀧面積の
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全農地に村する割合は､ 40%と比較的高い｡また物理的にも港概面積の増大の可能性が最も高

い｡計画対象地域における藩政プロジェクトの大半はこの地域に属する｡さらに自然条件を生か

して､サトウキビ,ブタ､果物など作物の多様化をはかるのに適した地域である｡

中部高原地域

この地域はコーヒー､ゴム､絹､茶等,輸出作物の最大の栽培地域であるが,潜在的な開発可

能性は高く､今後の開発により更に労働力を吸収するようになることが望まれている｡

(2) 現在の農業生産

それぞれの地域における主要作物は以下のとおりである｡

北東部および南部地域

中部高原地域

南部中央海岸地域

コメ,ゴム､トウモロコシ､サトウキビ,カシューナッツ､タバコ､

コーヒー

コーヒー､茶,クワ､コメ

コメ､ブドウ､サトウキビ､カシューナッツ､タバコ,スイカ

計画相象地域の各省における主要作物の栽培面積と生産量を下表に示す(1993年) ｡

ダイズ

己培面積生産量

(千-h) ( Tレ)

2.2 1.3

5.6 5.6

0 0

0 0

0.1 0.1

28.5 23.0

0.6 0.5

0 0

コ メ タバコ サトウキビ

省 名

ラムドン

ダックラック

ニントウアン

ピントウアン

ソングベ

ドンナイ

バリアヴンタウ

タイニン

己培面積 生産量 栽培面積生産量 栽培面積生産量

(Trn) (千トン) (ha)

34.9 84.2 211

7l.6 208.4 51

29.7 116.5 1,386

58.6 ]76.1 952

64.1 128.6 434

63.0 199.7 8,636

19.8 52.7 150

107.4 283.4 411

(トン) (千ha) (千トン)

285 2.2 95.8

46 2.8 I15.2

3,614 0.5 16.5

954 l.7 61.4

476 4.0 159.3

5,145 8.3 355.5

87 0.3 7,7

418 11.6 46l.9

∠ゝ 章
ll.025 31.4 1.273.3 37.0 30.5449.1 1.249.6 12.231

ピーナッツ メイズ

己培面積 生産量 栽培面積生産毒

ゴ ム

栽培面稽生産量

(ha) (トン)

0 0

3,55(i 2,770

･42
96

16 24

56,479 39,470

30,233 23,637

486 280

5,455 4,000

コーヒー

栽培面積 生産量

(h) (トン)

13,869 50,305

37,261 2)0,600

210 230

82 85

149 665

160,000 9l,200

0 0

0 0

L T･hl

ラムドン 1.4

ダックラック 11.7

ニントウアン 0

ピントウアン 0

ソングベ 13.3

ドンナイ 4.4

バリアヴンダウ 0

(千トン) (千ba) (千トン)

1.O 13.2 26.4

1l.9 17.5 44.5

0 0 0

0 0 0

12.8 2.9 3.5

3.5 35.9 8l.7

0 11.8 25.5

タイニン 33.1 65.8 0.6 0.8

63.9 95.0 81.9 182.4 96.267 70.277 67.571 353.085

ブタ､ニワトリ､ウシなどの家畜生産は,特に遠隔地において重要な農家の収入源である｡しかし

プロジェクト地区においては大都市の近隣でさえ､近代的な家畜生産は行われていない｡このように

家畜生産の近代化が遅れている理由として､改良種､市場機能,普及サービス､財政的援助､加工施

設の欠如があげられる｡
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(3) 農家世帯と土地保有

1993年の計画対象地域における農業人口は480万人､農家数は90万世帯である｡平均世帯人数は､

5.3人である｡平均の保有農地面積は南部中央海岸地域では1.53ha､北東部/南部地域では2.07haであ

る｡

(4) 農業普及び試験研究体制

農業普及は,政府の農業普及事務所､共同組合及び肥料･農薬の商人等によって行われている｡農

業普及事務所は各郡にあり､各事務所には2-3人の普及員がいる｡省都の農業普及事務所には6 - 10

名の普及員がいる｡農業普及事務所の主な業務は､技術普及,農民の圃場の中の実験区画の運営､農

業統計データ叫文集などである｡組織的な農業普及方法である訓練･訪問システム(TVシステム)

は行われていない｡

農業試験研究は､農業･農村開発省の管轄であり,ヴェトナムには農業の各分野または作物別に21

の研究機関がある｡また外国の支援機関としては､ uNDP､ FAO､ CIMMYT (トウモロコシ) ､
IRRI

(コメ)
､デンマーク(サトウキビ) ､インド(酪農用水牛) ､フランス(ココナッツ､ゴム､り夕)

がある｡

(5) 農村金融

ヴェトナムの農村地帯における一世帯当りの年収は, 4,629,500ドンである｡一方､世帯当りの農業

及び漁業への融資額は､ 241,500ドンで収入の5.2%Lこ過ぎない｡貸し手の多くは個人や金融業着で公

的でない融資が多く､それらは全体の73%を占めている(下表参照) 0

農村金融

it_｣上土』(uJJ
________ヱIl上_

｣

個人(利息無し)

金融業者(利息あり)

政府系銀行

共同組合

その他

39.9

33.I

22.5

3.3

1.2

____こL_』-_
皿⊥吐____

出所: viet Nan Living Standards Survey､ 1992-93

ヴェトナムにおいては物品による貸し付けはなく､また3年以上の長期金融も無い｡銀行からの融

資の場合､その原資は顧客の預金であり､それが不足した場合には銀行は国の銀行から融資を受ける｡

月利息は短期の場合は2.55%､中期の場合は1.7%である｡一方､金融業者の利息は5-10%である｡

また預金金利は､ 6カ月定期で月1.6%､ 6カ月定期で月1.8%, 12カ月定期で月2%である｡

銀行は､融資に際しては土地利用保証書,農業生産物､建物､牛､保証人など抵当となるものを求

め､最大の貸し付け額は1億ドンである,返済率は､ピントウアン省のバックビンでは96%と高い｡

農業銀行は,省に本店,各郡に支店がある｡

(6) 流通

下表に見るとおり,農業生産物の唯一の販路であった共同組合にかわって,個人商人が流通に大き
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な役割を担っている｡

(単位:堤)

コメ 8.3

他食糧作物 3.3

周年工業作物 8.3

多年工業作物 】.7

果樹 o.8

樹木 o.8

1.7 75.0

0.8 63.3

0.8 48.3

0.0 24.2

0.0 25.0

0.0 14.2

0

つ▲

5

3

0

5

0

4

7

つJ

5

2

5

4

･-一

5.0

12.5

7.5

0.0

1.7

0.8

出所: viet Nam Living Standards Survey 1992-93

注:聴き取り調査による

また､肥料･農薬等についても､農民は生産物の販売と同様に個人商人を利用する場合が多いが､

省の農業機関が設立した肥料･農薬会社がそのような個人商人と競合するようになった｡また､コメ､

ゴム､カシューナッツ､コーヒー等の加工と流通が,事実上､国営企業に独占されているということ

も問題となっている｡輸出については割当制が導入されているが､国営企業のような大企業に有利な

制度となっており,それは省の外部への農産物の流通についても同様である｡

農民は,輸送手段が限られていること､市場の情報が少ないこと,道路事情が悪いこと,収穫期前

後には現金の準備が少ないこと,などの理由で流通に関わるには不利な条件にある｡

(7) 既存港概事業

計画対象地域の既存藩概事業の概要は下表に示す通りである｡

氏

事業数 面 積_

(ha)

155 】6,308

12 394

51
-21,300

153 28,655

50 5,587

49 18,322

24 8,885

4 52,915

ヨで____丑1:.払________上.己
(ha) (rn) (h)

ラムドン 40,952

ダックラック 4,461

ニントアン 39,525

ピントアン 82,512

ソングベ 79,300

ドンナイ 181,607

バリアヴンタウ 44,019

タイニン 182,707

42,316 83,268

1,552 6,O13

2,000 41,525

17,619 100,131

139,400 218,700

153,142 334,749

64,934 108,953

93,393 27(～,100

356 1 507 160

合計の藩概面積は,約16万haであり､これは周年作物の作付面積の約25%Lこ相当する｡省により藩

概面積の割合は, 54%カ､ら7%と大きく変化している○計画対象地区には,面積2,000ha以上の大規模

及び中規模の港概計画が6件ある｡既存港瀧事業の実情は以下に述べる通りである｡

(∫)作付体系

極端に低いバリアヴンタウ省を除いた平均年間作付率は以下に示すように約138%である｡
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コメ(冬季)

他の作物(冬季)

コメ(夏季)

他の作物(夏季)

コメ(雨季)

他の作物(雨季)

合 計

36.2%

6.6%

28.9%

1.8%

6l.3%

3.3%

138.1%

(ロ)稲の収量

収量は､1.7to□伽から3.1ton/haの幅がある｡

(ハ)水利費

支払方法には現金によるものとコメによるものとがあるが,後者の万が一般的である｡水利

費の額は､ 29kg/haから190kg/haと幅がある｡

(ニ)事業運営上の問題点

最も多く挙げられた問題点は以下のとおりである｡
｣ 末端港瀧排水施設の未整備

一 不適切な設計による澄渡施設

一 水不足

一 藩政施設の損傷や劣化

一 貫弱な維持管理体制

更に農民の作付意欲の低いことと水利費支払意志のないことが､これらに次いでいる｡ポンプ港概

を行っているところでは電気科金の高いことが問題点のひとつとなっている｡

(8) 計画中の港概計画

政府は､現在,水力発電､港概,工業用水･生活用水供給等から成る水資源総合開発計画を､ 20年

後の完成を目指し推進中である｡これには8っの大規模港概計画が含まれる｡そのほかに65件の小規

模な港概計画があり､その合計面積は約61,000haであるo

3.4.4 計画の概要

(1) 基本的な考え方

現在､実際に港漉されている面積は事業の計画面積の40%Lこ過ぎず､また道路など流通のための基

盤施設や農業普及体制も貧弱である｡そのため作付率は低く､より収益性の高い他の作物の導入も行

われていない｡また全ての省で既存の港政事業の維持管理と改修に必要な資金が不足しているのが悩

みの種となっている｡更に各省では既存澄渡事業の拡張計画や新規の小規模港概開発の推進を期待し

ている｡

農村総合開発計画(IARDP)は,農家の所得向上,農村の生活水準の向上､雇用機会の創出,そし

て最終的には都市との経済格差の是正を目的とするものである｡本計画の主な目標は,既存港概シス

テムの改修･改善と新規小規模藩概システムの建設である｡また流通のための道路の改善,農村の電

化､安全な水と衛生設備の供給､農業支援体制等､組織面の強化も目指す｡
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本事業計画は､ヴェトナムでは初めての試みであることから､今後全国レベルへの展開のためのモ

デルプロジェクトとして重要な意味を持っている｡

(2) 対象港概事業候補の予備選定

対象潅概事業は次の3グループに分類される.

(イ)既存の大規模･中規模港概計画(2,000ha以上) `

(ロ)既存の小規模潅概計画(100ha以上2,00Oha未満)

(ハ)新規の小規模濃概計画(l00ha以上)

ドンナイ川の水資源開発による大規模藩政計画に包含､或いは近年中に着工が予定さゴtている事業

は本計画の対象事業から除外する｡下表にIARDPの対象候補事業の予備選定の結果を示す｡

既 存 新 規

大･中規模潅瀧計画 小規模潅虹計画 小規模潅激計画 合 計

･量 面積

(tt1)

2 5,532

0 0

2 17,510

】 5,000

0 0

0 0

ラムドン

ダックラック

ニントアン

ピントアン

ソングベ

ドンナイ

バリアヴンタウ 0 0

タイニン 1 2,260

量 面積 数量 面積 数量 面稽

(ha) (rt)) (ha)

23 5,277 3 3,050 28 】3,859

1 120 0 0 1 120

15 3,932

56 15,033

16 4,581

33 16,930

15 8,080

2 1,000

3 6,400

2 608

20 11,094

7 9,770

18 8,450

12 2l,870

20 27,842

59 20,641

36 ]5,675

40 26,700

33 16,530

15 25,130

6 30.302.とゝ
幸

161 54.953 65 61.242 232 146.497

(3) 事業選定基準

対象事業及び優先事業は今後実施されるマスター･プランとフィージビリテイ･スタディにより選

定される｡持続性のある事業運営という観点から､この選定に当たっては技術面､社会経済面､組織

面､経済t財務面､環境面の5基準で審査する｡

(4) 管理及び組織

本計画は､農業･農村開発省が主たる実施機関となり,地域レベルでは省人民委員会のもとで農業

及び水資源局の協力のもとに実施する｡

(5) 環境･社会的影響の予備解析

本開発計画は,主に既存の稲栽培地域に計画されているため自然環境への著しい変化はないと考え

られる｡一般に､潅親閲発計画における環境･社会的影響は､貯水池やその他の施設整備のための土

地収用とその補償,及び地域社会の崩壊と建設期間中の農業活動である｡本開発計画について農村地

域社会は､十分な補償と土地の代替を条件に港概計画に同意している｡このような澄渡事業を主体と

した計画では､共通な環境･社会的影響とその考慮すべき緩和手段がいくつかある｡主なものを以下

に述べる｡
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イ)肥料､農薬の使用による港概地区内とその下流において河川の水質が悪化が考えられるので,

その緩和手段が必要である｡

ロ)地表水及び地下水の水文と水質の変化により,地域における伝続的な水利用(井戸など)へ影
響が考えられるので,その横和手段が必要である｡

ハ)従来の作付への影響を最小限にすべく建設実施計画を作成する｡

ニ)農民が港概開発の便益享受に容易た投資できるように農業普及と農業金融を充実させる｡

ホ)管理､運営及び維持管掛二間して､水利用組合等を通じて広報と受益者の参加に努める｡

へ)マラリア等水関連の疾病予防のために監視システムを確立する等､医学及び公衆衛生の面から
も考慮する｡

り 計画対象地区の農民のみでなく､開発計画により二次的に便益を受ける周辺の地域社会に対し

ても長期にわたる経済と生活水準の向上を考慮する｡

リ)水質､水中の生態､公衆衛生､社会的影響等の監視システムが必要である｡

3.4.5 調査団の所見

今回の現地踏査に基づく調査の結果､本開発計画は当地域の貧困改善と経済状況の向上の点から,

適切であると考えられる｡したがって早急にマスター･プラン作成から開始し実施計画を策定するこ

とを提言する｡
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TERMS OF REFERENCE (I)raft)

ror

Master Plan / Feasibility Study

Om

Integrated Agriculture and Rural Development Project

in

Myittha River Basin

1. INTRODUCTION

I. 1 Background

Myanmar is the largest country on the mainland South-EastAsia with a total1and

area of 676,600 sq km, sharing International borders with Bangladesh and India on the

North-West, China on the North-East, Laos on the East and Thailand on the South-East.

The population of Myanmar was estimated at 43.9 m山ion in 1994.

Myanmarhas a tropicalmonsoon climate and annual rainfall varies from 500 cm in

the coastalreg10nS tO 75 cm or less in the centraldry zone･ Mean temperature ranges from

32oC in the coastal and delta areas and 21oC in the Northern lowlands･ During the hot

season･ the temperatures couldrun considerably high in centraldry zone･

Myan血aris predominately an agrlCulture countryand agriculture sector accounted

for 38% of GDP and 47% of total exports･ In its development plan, the Govemment of

Myanmar has glVen agrlCulture the top prlOrlty･ The development of water resources has

been playing a major role in agriculture development･ However, irrlgated areas were quite

limited, being about 1.I million ha or 12.7% of the total sown area of 8.7mi11ion ha in

1992/1993･ In 1993/1994, the Government of Myanmar launched an ambitious丘ve year

plan of agrlCultural development to expand irrigated lands to more than 2,000,000 ha or

25% of the total sown areas by the year 2000･

Under tbe丘ve year plan, the Government has taken measures to achieve the target

and attained a remarkable progress in 1994-1995, in which the irrlgated area was increased

to 1.65 million ba or 18.3% of the total sown area of 9 million ha.
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1･2 Deyelopment or Myittha River Basin

The Myittha plain is located in the northern-eastem part of Magway division･ The

Myittha river orlglnateSfrom the ranges of mount?ins in the Chin State and flows from the

southto north throughthe Myitthaflat valley. The proJeCtarea is surrounded bythe Chin

mountain ranges on the west and Pondaung Ponnya ranges on the east, thus naturally

isolating the area from the main land. All the rivers flow down from these mountains and

JOln Withthe Myittha river which flows in themiddle of the va11ey･ The road network

connecting theruraleconomic centersand major market aroundthe projectarea
is very poor.

The existing village roads are stillunpaved and in poor condition･ Hence the accessibility of

theareafrom the main land or the accessibility from place to place in the valley is difficult

and the socio-economic correlation activities among the people are hampered to such an

extent that most of thepeople are isolated fromthe rest of the country with their economic or

educational1eve1 left behind far below the nationalaverage･

In 1985, the Irrigation Department conducted a prelirrunary reconnaissance study to

find a suitable site for the construction of a multipurpose damacrossthe Myittha river･ The

report of this study laid emphasis on the geologlCal condition of the project area and the

selection of a feasible site fわrthe damconstruction.

In these circumstances, an Integrated Agriculture and Rural Development Prqjectin

Myittha River Basin is taken up mainly to increase agriculturalproduction by utilizing the

water resources of the Myittba River Basin for irrlgation･ At the same time, such rural

development works as improvements of existlng Village roads and construction of new

roads as well as provision of potable water and electricity Supply systems fわrbettement of

living conditions of local peoples.

2. OBJECTIVES OF THE STtJDY

The objectivesof the Studyare:

l. Toformulateanoptlmum agriculturalandrural development planof the Myittha

River Basin with an emphasis of provision of small scale irrlgation schemes

through development of water resources of the Myittha River Basin, based on a

comprehensive surveyand study of agrlCulture, socio-economy, infrastructures

and environmental conditions, and

2･ To carry out technology transfer to the Myanmar's counterpart personnel in the

course of the Study.
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3. STUDY AREA

Tbe Master Plan Study will cover whole the Myittba River Basin･ The Feasibility

Study will be conducted fbr也e pnonty areas and schemes to be selected in the course of the

Master Plan Study.

4. SCOPE OF THE STtJDY

4.1 Study schedule

The Study will be carried out for a totalperiod of eighteen (18) months in three phases

as follows:

Phase
-Ⅰ

Data collection, review of previous studies, execution of丘eld

surveys and investigations, formulation of basic development

concept of Master Plan, and selection of priorlty development

sectors and areas,

Phase-Ⅲ Preparation of topographic maps at a scale of 1 / 5,000, coverlng

prlOrlty areas and血eir surroundings,

Phase-ⅠⅡ Feasibility Study for selected priority schemes and continuation of

Master Plan Study

A tentative work schedule is attached to this document (seeAttaclment).

4･2 Phase-I: Data Collection and Field Survey for Master Plan Study

1) Collectionandanalysis ofdataand information

2) Field surveyand investigation to grasp present conditions and

development potential

(a) Water and land resources

- Studyand analysis on meteorologyand hydrology to evaluate potential

of water use, including water qualityand sediment load,and

- Study on land use, soils and land capability･
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(b) Imigationand drainage

Investigations on development potentials of the Myittba river and its

tributarie s ,

Inventory survey for existing lmgation schemes,

Study on the needs of rehabilitation and improvement of the existlng

schemes,

Studyand identification of new irrlgation development areas,

Construction material survey, including soil mechanical tests and

analysis, and

- Design and layout of proposed i血gation and drainage systems.

(c) S∝io-economy

ー S山dy on present living and economic conditions of mral population,

- Survey on the intention ofpeoplefor the development,and

- Study on traditional culture.

(d) Agriculture, 1ivestockand fishery

- Study on present cropping PattemS, Crop yield and famng practices,

- Study on preseIlt post baⅣestlng Ofcrops,

- Study on the present marketing system of products

- Assessment on the adequacy of existlng agricultural support services,

and

- Study on the potential of agro-based industries.
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(e) Ruralinfrastructure

Assessment on the adequacy of existlngrural infrastructures such as

roads, bridges, water supply systems, electricity supply systems, and

post harvest facilities,and

- Prepare designand layout of the proposedruralinfrastructures.

(i) Educationand public health

- Assessment on the adequacy of education facilitiesand programs,

- Study on
majordiseasesand

its causes,and

- Assessment on the adequacy of public healthfacuitiesand equlPment.

(g) Environmentalaspect

Study on the present situation of deforestation and expansion of arid

condition as well as soil erosion,

Assessment on the environmentalimpacts by implementation of small

scale imgation project, and

Studyand recommendation tominimize adverse environmentalimpacts

of the prqect

3) Fomulation of development concept of Master Plan

4) Selection of prioritydevelopmentareasand components

4･3 Phase･ⅠⅠ: Preparation or Topographic Maps

Prepare topographic maps in and around priorlty areas by means of photogrammetry

and ground survey･ The scale of the maps is 1/5,000 with a contour interval of

0.5m.
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4･4 Phase-III: Feasibility study and finalization of Master P]an

I) Preparation of a Master Plan for integratedruraldevelopment ofcentralzone

2) Feasibility Study forthe selected priorityprojects,which includes

- More detailed surveyand study for every aspects,

- Preparation of detailed topographic maps. for
major facilities sites,

- Preparation of design and layout of proposed facilities,

- Preparation of operation and management plans,

- Estimation ofcostsand benefits,

- Evaluation of projects from economic, s∝ialand environmentalpoints of

view, and

- Preparation of a detailed implementation schedule forthe proJeCtS･

5. EXPECTED MAJOR OUTPUTS

The followlng reports Will be prepared in the course of the Study･

I) hception Report

2)lmterim Report

3) Dra氏Final Report

4) FinalReport

At the commencement of the Phase-I Study

At the end of Phase-I Study period (within seven (7)

months from the commencement of the Study)

At the end of Phase-ⅠI Study period (within

seventeen (17) months from the commencement of

the S山dy

Within eighteen (18) months from the

commencement of也e S山dy
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Tbe Government of Myanmar intends to promote the implementation of the

development plans to be given in the reports after thorough deliberation of the plan within

the Government.

6. EXPERTS

Required foreign experts for the execution of the Studyare assessed as follows:

- TeamLeader

- Irrigationのrainage Engineer

- Meteo-by血ologlSt

- Damand Hydropower Development Expert

- GeologlSt

- Soil/Land Use Expert

- Agronomist

- Agro-industrial/Marketing Expert

- Agro-economist

- Ruralhfrastructure Expert

- Design / Cost Estimate Engineer

- EnvironmentalExpert

7. UNDERTAKING OF THE GOVERNMENT OF MYANMAR

(1) In order to facilitate a smoothand efficient conduct of the Study, the Government of

Myanmar shall take the fbuowlng neCeSS∬y measures:

(a) to securethe safety of the Study Team;

(b) to permit the members of the Study Team to enter, leave and sqjourn in

Myanmar for the duration of their asslgnment therein, and exempt them from

alien reglStration requlrementand consular fees;

(c) to exempt the members of the Study Team from taxes, duties and any other

charges on equlPment, maChineryand other materials brought intoand out of the

country for the conduct of the Study;

(d) to exempt the members of the Study Team from income tax and charges of any

kind imposed on or in connection with any emoluments or allowances paid to
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the members of the Study Team for their services in connection with the

implementation of the Study;

(e) to provide necessary facilities to the Study Team for remittance as well as

utilization of the funds introduced inthe country from Japanin connection with

the implementation of the Study;

(f) to secure pemission or entry into private properties or restricted areas for the

conduct of the Study;

(g) to secure pemission for the Study Team to take all data, documents and

necessary materials related tothe Study out of Myanmar to Japan;and

(h) to provide medical seⅣices as needed. Its expenses will be chargeable to the

member of the Study Team.

(2) The Govemment shall bear claims, if any arises, against the members of the Study

Team resulting from, occurrlng in the course of or otherwise connected with,the

discbarge of也eir duties in the implementation of the Study, except when such claims

arise from gross negligence or willfu1misconduct on the part of the member of the

Study Team.
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TENTATIVE WORK SCHEDULE FOR MASTER PLAN / FEASIBILITY STUDY ON

INTEGRATED AGRICULTURE AND RURAL DEVELOPMENT PROJECTS IN MYITrHA RIVER BASIN

ⅠTEMS

MONTH

1 2 3 4 5 ら 7 8 9 10 EE 12 13 14 15 16 17 18

WORK-I:DataCollectionandReview

FieldSurveyandⅠnvestlgation

FomulationofBasicDevelopmentP1

WORK-II:PreparationofTopographicMaps

WORK-III:FesibilityStudyforPriorityDevelopm

FieldSurvey

FomulationofDeVelopmentPlans
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TERMS OF REFERENCE (I)raft)

ror

Master PIan / Feasibility Study

On

Integrated Agriculture and Rhral Development Project

im

Central Dry Area

I. INTRODtJCTION

1. 1 Ⅰiackground

Agriculture plays an important role in the national economy of Myanmar･ It

contributes 65% of the countryrs total production valueand shares 45% in terms of foreign

exchange eam1ngS･ The country's economic development is largely centered on agriculture

and agro-related industry and will continue to be so in the coming years･ As such the main

policy of the Government is to increase the country's agrlCultural outputs through

development of new cropped areas, increase of unit yields, increase in agrlCulture

mechanization and expansion of irrlgation facilities･ Since Myanmar is blessed with

abundant water resources, irrlgation development plays an important role in Myanmar･s

agncul山ral development.

Of the arable lands of some 10 million ha in Myanmar, 8･5 million ha is under

cropping, of which only about 17 % (1･5million hectares)is benefited with irrigation. The

present cropplng lntenSlty Of cultivated lands is approximately 120%･ The govemment is

exertingall possible efforts to increase imigatedareas
up to 20% of the cultivated area by the

year 2000.

1･2 Irrigation in Central Dry Area

The centralarea of Myanmaris the driest area withanaverage annualrainfall of 800

to 1,000 mm･ Nevertheless, the area is the agrlCulturally'strategically and culturally

important area in the country, accommodating about one-third of the countryrs population･

With increaslng population pressure, environmental degradation such as soil erosion and

deforestation has increased and living standard ofruralpeoples has been lowered in the

∬ea･ Under such circumstances, the Gove皿ment has glVen a bigb priodty fわrdevelopment

of the centraldryarea withanaim of economicand environmentalrehabilitation.

The centraldry area has vast flat lands, most of which are presently abandoned due

to lack of irrigation water･ Such lands could be transformed to productive lands, if a reliable
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water supply is secured for血1gation･ It is expected that, with i汀1gation, such crops as

groundnut･ sesame and sunflower will be cultivated for production of cooking oil, an

important item in Myanmars- diet･ The area is also suitable for such kinds of low water-

consumptlOn Crops aS maize, Pulses and beans, which may contribute to forelgn exchange

eam1ngS through exportation.

The Irrawaddy riverruns through the center of the central dryarea, and about 60

small tributaries flow into it･ Theriverand its tributarieswill be ma)or water sources for

irrigation ofthearea･ Irrigation measures conceivable for the area would include i)pumping

fromthe- Irrawaddy river, ii)provision of small storage dams on the tributaries and iii)

exploitation of ground water especial1yalong the Irrawaddyriver･ Taking collectively into

account topography of the area, initial investment and O&M costs required f♭r iⅢ･1gation,

possibility of farmersT participation and environmental impacts, development of the area

could be efficiently made only through implementation of a number of shall scale imgation

schemes scattered in thearea･ In addition tothe irrlgation facilities, suchruralinfrastructures

as potable water supply systems, mral roads, post harvest facilities will be needed to

improve living environment of the peoples･

2. OBJECTIVES OF THE STUDY

The objectivesof the Studyare:

1 ･ To fbmulate an optimum agrlCultural and mral development plan of the central

dry area with an emphasis of provision of small scale血1gation schemes, based

on a comprehensive survey and study of agrlCulture, socio-economy,

infrastructuresand environmentalconditions,and

2. To carry out technology transfer to the Myanmar-s counterpart personnel in the

course of the Study.

3. STUDY AREA

The Master Plan Study will cover whole the central dry area of about 86,000 km2･

The Study area consists of 56 districts of 3 divisions with a total population of about 7･4

血11ion･ The Feasibility Study will be conducted f♭rthe pnorlty areas and schemes to be

selected in the course of the Master Plan Study･

ち-2



4. SCOPE OF THE STUDY

4,1 Study schedule

The Study will be camied out for a totalperiod of eighteen (18) months in three phases

as fわllows:

Phase-Ⅰ

Phase-ⅠⅠ

Phase- ⅠⅢ

Data collection, review of previous studies, execution of field

surveysand investlgations, formulation of basic development

concept of Master Plan, and selection of priorlty development

sectors and areas,

Preparationp of topographic maps at a scale of 1 / 5,000, covering

priorityareasand their surroundings,

Feasibility Study for selected priorlty SCbemes and continuation of

Master Plan Study

A tentative wo止sched山e is attached to this d∝ument (seeAttachment).

4･2 Phase-I: Data Collection and Field Survey for Master Plan Study

l) Collectionandanalysis ofdataand information

2) Field surveyand investigation to grasp present conditions.and

developments potential

(a) Water and land resources

- S山dy and analysis on meteorology and bydrology to ev山ate potential

of water use, including water qualityand sediment load,and

- Study on land use, soils and land capability･

(b) Imigationand drainage

- hvestlgations on development potentials of the bawaddy dyer and its

smal1 tributaries,

- bventory suⅣey f♭rexistlng lrrlgation schemes,

- Study on the needs of rehabilitation and improvement of the existlng

schemes,
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- Studyand identification of new imgation development aJleaS,

- Constmction material survey, including soil mechanical tests and

analysIS, and

- Designand layout of proposed imigationand drainage systems･

(c) Socio-economy

- Study on present living and econo血c conditions of nlral population,

- Survey on the intention ofpeoplefor the development,and

- S山dy on traditional culture.

(d) Agriculture, 1ivestockand fishery

- Study on present cropplng Patterns, Crop yieldand famng practices,

- Study on present post baⅣestlng Ofcrops,

- Study onthe present marketing system of products

- Assessment on the adequacy of existlng agrlCultural support services,

and

- Study on the potentialofagro-based industries･

(e) Ruralinfrastructure

- Assessment on the adequacy of existlngrural infrastructures such as

roads, bridges, water supply systems, electrlClty Supply systems, and

post harvest facilities,and

- Prepare design and layout of the proposed rural in丘･astmcture･

(f) Educationandpublic health

- Assessment on the adequacy of education facilities and programs,

- Study on majordiseasesanditscauses,and

- Assessment on the adequacy of public health facilitiesand equlPment･
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(g) Environmentalaspect

- Study on the present situation of deforestation and expansion of arid

condition as well as soil erosion,

- Assessment on the environmentalimpacts by implementation
of small

scale irrigation project,and

- Studyand recommendation tominimize adverse environmentalimpacts

of也e prq】ect

3) Fomulation ordevelopment concept of Master Plan

4) Selection ofprioritydevelopment areasand components

4･3 Phase･II: Preparation of Topographic Maps

~ Prepare topographic maps inand around priorlty areas by means of photogrammetry

and ground suⅣey･ The scale of the maps is 1/5,000 with a contour interval of 0.5

m.

4･4 Phase-III: Feasibility study and finalization of Master Plan

l) Preparation of a Master Plan for integratedruraldevelopment
of centralzone

2) Feasibility Study f♭rthe selected priodty prqjects,which includes

- More detailed surveyand study for every aspects,

- Preparation of detailed topographic maps for
major facilities sites,

- Preparation of designand layout of proposed facilities,

- Preparation of operation and management plans,

- Estimation ofcostsand benefits,

- Evaluation of projects from economic, socialand environmental polntS Of

view, and

- Preparation
of a detailed implementation

scheduleforthe proJeCtS･
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5. EXPECTED MAJOR OtJTPUTS

The following reports Will be prepared in the course of the Study･

1) Inception Report : At the commencement of the Phase-I Study

2) hterim Report : At the end of Phase-I Study period (within seven (7)

months from theムoⅢ皿enCement Ofthe Study)

3) Dra氏FinalReport : At the end of Phase-II Study period (within

seventeen (17) months from the commencement of

the S山dy

4) FinalReport Within eighteen (18) months from the

commencement of血e Study

Tbe Government of Myanmar intends to promote the implementation of the

development plans to be given inthe reports after thorough deliberation of the planwithin

the Govemment.

6. EXPERTS

Required foreign experts for the execution of the Study are assessed as follows:

- TeanLeader

- Ⅰmigationのrainage Engineer

- Meteo-hydrologist

- GeobydrologlSt

- GeologlSt

- Soil /Land UseExpert

- Agronomist

- Agro-industdal/Ma止eting Expert

- Agro-economist

- RuralInfrastructure Experts

- Design / Cost Estimate Engineer

- EnvironmentalExpert
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7･ UNDERTAKING OF THE GOVERNMENT OF MYANMAR

(1) In order to facilitate a smoothand efficient conduct of the Study, the Government of

Myanmar shall take the following necessary measures:

(a) to securethe safetyofthe
Study Team;

仲) to permit the members of the Study Team to enter, leave and sojourn in

Myanmar for the duration of their asslgnmenttherein,and exempt them from

alien registration requlrementand consular fees;

(c) to exempt the members of the Study Team from taxes, duties and any other

charges on equlPment･ machinery and other materials brought intoand out of the

country forthe conduct of the Study;

(d) to exempt the members of the Study Team from income taxand charges of any

kind imposed on or in connection with any emoluments or allowances paid to

tbe members of the Study Team fわr their services in connection with the

implementation
of the Study;

(e) to provide necessary facilities to the Study Team for remittance as well as

utilization of the funds introduced in the country from Japanin connection with

the implementation
of the Study;

(i) to securepemission or entry into private properties or restricted areas for the

conduct of the S山dy;

(g) to secure permission for the Study Team to take all data, documents and

necessary materials related tothe Study out of Myanmarto Japan;and

(也) to provide medical seⅣices as needed･ Its expenses will be chargeable to the

me血ber of the S山dy Team.

(2) The Government shall bear claims, if anyarises, against the members of the Study

Team resulting from･ occurrlng in the course of or Qtherwise connected with, the

discharge of their duties in the implementation of the Study'except when such claims

arisefrom gross negligence or wi11fu1misconduct on the part of the member of the

Study Team.
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TENTATIVE WORK SCHEDULE FOR MASTER PLAN / FEASIBILITY STUDY ON

INTEGRATED AGRICULTURE AND RURAL DEVELOPMENT PROJECTS IN CENTRAL SEMI-ARID AREA

ⅠTEMS

MONTH

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 EE 12 13 14 15 16 17 18

WORK-I:DataCollectionandReview

FieldSurVeyandⅠnVestlgation

FormulationofBasicDevelopmentPlan

WORK-II:PreparationofTopographicMaps

WORK-III:FesibilityStudyforPriorityDevelopmentScheme

FieldSurVey

FomulationofDevelopmentPlans
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THE GOVERNMENT OF THE SOCIALIST REPUBLIC OF VⅡ汀NAM

THE MNISTRY OF AGRICULTURE ANDRURAL DEVELOPMENT

APPLICATION FOR

TECHNICAL COOPERATION (DEVELOPMENT STtJDY)

BY THE GOVERNMENT OF JAPAN

FOR

FEASIBILITY STUDY

ON

AGRICULTURE AND RURAL DEVELOPMENT PROJECT IN SOUTHERN

BINH ■I)INH PROVINCE



APPLICATION FOR

TECHNICAL COOPERATION (DEVELOPMENT STUDY)

BY THE GOVERNMENT OF JAPAN

1･ S山dyTide

2. Location

3･ ExecutlngAgency

4･ ObjectivesoftheStudy

5･ NecessltyOf也eStudy

Feasibility Study on Agriculture and Rural

Development Project in Southern Binh Dinh

Province

Southernpart of Binh Dinh province in the South

Central Coast Region of Viet Nan.

The Ministry of Agriculture and Rural

Development

(1) carry out a feasibility study of the

Agriculture and Rural Development Prqject

in Southern Binh Dinh Province based on

the comprehensive land and water

resources development plan in the project

area and in consideration of stage-wise

development fわran area of 57,600 ba; and

(2) transfer technical knowledge on plannlng

and investlgation to Vietnamese

counterparts through their direct

pa山clpation in the Study.

The pro)ectarea is fairly facilitated withirrigation

systems barnesslng the water resources of the

Kone river basin･ However, its actualimgation

rate is still low and the irrlgation developments do

not meet the requlrementS for improvlng and

upgrading the agrlCulturalconditions in the pro)ect

area due to many constraints including small scale

reservoirs, insufficient canal system withpoor

maintenance and aged facilities.
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In addition, there are further water demands for an

agricultural land of about 28,000 ha in the project

area and for other economic sectors including

domestic and industrial uses and fishery

development as well.

Taking all the above background and present

conditions into consideration, it is necessary to

establish an overall development plan of water

resources allocation in this reglOn aS Well as the

imgated agnculture.

6･ StudyPedod

7･ Cooperation Requested to the

Govemment of Japan

About 24 months

(1) Dispatching of a study team to undertake the

Study composed of required expertises,

(2) Feasibility s山dy of也e Agriculture and Rural

Development Projectin SouthernBinh Dinh

Province based on the comprehensive land

and water resources development plan in the

prq】ect area and in consideration of stage-

wise development for an area of 57,600 ha,

and

(3) Transfer of technical knowledge to

Vietnamese counterparts in the course of the

Study.
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1. Introdu(:lion

Sincethe year1986, the Govemment of Viet Nan (theGovemment) is carrying out

drastic reforms in the political, economic and social fields under the banner of "Doi Moi''

(renovation)･ Doi Moi has two major objectivesto pursue in the economic field: (i)an

economic liberalization policy at home;and (ii)anopen door policy internationally. In the

course of the implementation of Do主 Moi policy accelerated in the year 1989, the overall

economy has been steadily grown at a GDP rate of 6 to 8% per annum, although it

experienced sudden recession due to Soviet Union shock in the year 1990･ During the next

five years, Viet Namtargets to achieve highand sustainable growth at a rate higher thanthe

previous five years so as tofu1fill the objectiveof
doubling the 1990 per capita GDP by the

year 2000･ to bring the country out of povertyand underdevelopment, to improve people's

living standards, to increase domestic savlng'and to get ready stronger development in the

2lst century.

The World Bankls study on ‖Povedy in Viet Nam‖ published in 1995 indicates that

Binh Din九 province is categorized in '-Low血come Province" in tens of per capita GDP

which is lower than VND O･3 million and ranks this province loth poor out of 53

provinces/cities in Viet Nan. To enhance the econo血c situation and血tigate the poverty,

the provincial administration is launching various development projects introducing

domestic and intemationalinvestment whether official or private, inter alia the agrlCulture

and agro-industry sector shares its large part･

Tbe血1gated agrlCultural development is glVen the top pnority in these investment

development plans, as it occupleSthe basic part of socio-economic structure in this reg10n

and also contributes to increase of mral income and improvement of living standard in the

ruralarea by increased agnculturalproductions･

However, lack of water and poorrural facilities in this reglOn are restricting the

sustainable development of these investment prq】ects as well as the irrigated agricultural

development･ Besides such physical resources, institutional frameworks in both the

regionaland provinciallevels have to be restructured and strengthened in order to match the

development projects With the market oriented economy･

Given such socio-economic needs as clarified above, the Agriculture and Rural

Development Prqjectin the soutbem Binb Dinb province will contribute directly to the

increase of agriculturalproduction and enhancement of agro-based industry inthis region,

and moreover indirectly to promotlng the various development plans in the industrialand

public sectors by development of water resources in the Kone River basin.
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The Agriculture and Rural Development Projectin SouthernBinh Dinh Province

(the Project)aims at increasing the agricultural productions in the southern part of Binh

Dinh province with a totalarea of 57,600 ha in net, introducing diversified farmlng under

the year-round i汀1gation wbicb will be realized by water resources development in the

proJeCtarea･ The implementation of the Projectis expected to increasethe farmers. income,

enhanclng the living standard in the econo血cally depressed Binb Dinb province, creatlng

job opportunities and ultimately narrowing down the economic disparity between urbanand

rural areas･ The Government of Viet Nan requests the Government of Japan to provide

techmicalassistance to carry out the Study of the Project,which prepares a feasibility report

for the Agricultureand RuralDevelopment Projectin Southem Binh Dinh Province.

2 ･ Development Strategy of Agriculture Sector

Viet Nan is basical1yanagriculturalcountry where over 80 % of the population still

live inruralareas, supported by faming, forestry and fishery･ Grain crops, dominated by

paddy, generate bal∫ the output value of this sector･ Besides, a high proportion of industry

and services derives their demand from agrlCulture･ But, because of its vulnerability to

vagaries of nature, the growth rate of agrlCulture witnessed larger fluctuations thanthat of

industry･ The agriculture sector, including forestryand fishery, accounted for 36% of GDP

in the year 1993, nearly血ee-quarters of national employment and about 50% of export

eamlngS･ Due to the liberalization of distribution system in agrlCultural sector, paddy

production recorded 26 % growth in the year 1987-89 and this permitted Viet Nan to

move from a position of net importer of 700,000 I 800,000 tons of rice inthe year 1986188

to a net exporter of around 2mi11ion tons of rice perannum in the year1989-92･

Tbe Govemment has set an agrlCultural sector program in the next Five Year Plan

with a title of.'Socio-economic Stabilization and Development Strategy to the year 2000",

emphasizlng tO:

ーre-StnlCture the agrlCultural production towards the sustainable market oriented

agriculture ;

- diversifythefarming Structure introducing more cashand industrialcrops;

-

continue to increase food production to attain 30million tons by the year 2000,

bringing per capitafood output to 366 kgper yearin order to achieve food security

and to increaserice export to about 2million tons a year;

-

produce regionally compatible crops using new Variety of high yield and good

quality, particularlyfor paddyand maize;and
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-

expand industrialand fruit crops plantations together with processing Plants like

cotton, sugarcane,rubber, coffee and tea.

Under such a development policy in the agricultural sector, the public investment

should be expanded in factorsfundamentalto the agrlCulturaldevelopments, most notably

research and extension seⅣices, irrlgation and water resources management and rural

infrastructure･Along
with this development strategyand as a criticalelement in developing

the agriculturalsector,the Government intends to continue the expansion of the imgation

and water resource management systems in many parts of the country as well as

rehabilitating, upgrading and repalrlng eXistlng l汀1gation, dikes, drainage stmctures･ In

addition, the Government is to strengthen rural infrastructure and the linkages with

economic growth areas･ Particular attention will be glVen tO improvlng farm-to-market

roads,rural electrification, supply of safe drinking water and sanitation facilities･ These

improvement will encourage the commercialization of the agricultural sector andrural

employment diversification･ This policyaims to increase the farmers income, enhance the

living standard in the rural area and ultimately mtlgate the regional gap in the social and

econolnic conditions.

3. The Project

3･1 PrqjectBackground

In 1969, the fbmer Gove皿ment Of South Viet Nan conducted a master plan study

on an overall water resources development plan in Binh Dinh province, focuslng On

irrigated agricultural and hydropower developments in the Kone River basin which is the

main riverand covers most part of the southernBinh Dinh province･ The master planstudy

proposed seven irrlgatiQn SCbemes with a total area of 53,000 with construction of two

large scale reservoirs, i･e･ An Khe multipurpose dam project by trams-basin from the Ba

River to the Kone River and Dinh Binh dam on the main stream of the Kone River for

irrlgati6npurpose･ with the result of the master plan study, the Binh Dinh Irrigation Project

of about 8,000 ha was put into implementation in the year 1973 with teclmicaland financial

assistance of the Asian Development Bank (ADB), and completed by the year 1985

involvinganinterrupt10n at the revolution in the 1975.

The Govemment of Viet Namcontinued an effort to expandthe irrigation systems

with construction of small reservoirs in the tributaries on the Kone river,and the irrlgation

facilities have been provided for an area of about 30,000 ha in totalin the southernBinh

Dinh province to date･ As the concept of i汀1gation development in this area, the

Govemment bad intended that the water resources development for irrlgation should be
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based on many small reservoirs constructed in tributaries of the Kone and other

neighboring nvers until the year 1991.

In the year 1992/93, a severe drought hit Binh Dinh province･ Almostall the small

reservoirs dried up,and thereby the Summer - Auturrm paddy crops of about 12,000 ha out

of 37,500 ha in the southern Binh Dinh province suffered seriously･ In the light of the

serious damage due to this drought, the Govemment instmcted the People-s Com血ttee of

Binb Din九 province to study an overall water resources development plan towards the year

2000･Asa result, the People's Committee reached to a conclusion that the further water

resources development including construction of the Dinh Binh dam should be continued

for ensuring Sufficientand stable water supply to the agricultural land in the southernBinh

Dinh province･ At the same time, the rehabilitation and improvement of the existlng

irrigation schemes and the expansion of imgation area should be carried out for the

purposes of increasing the agriculturalproductivity inthisarea･

3･2 Proposed Development Plan

The potential irrlgation development area inthe pro)ectarea is identified to be

57,600 ha in total, consistlng Of the 67 existlng lrrlgation schemes of 30,220 ba and the

proposed 27,380 hat The prime Objectiveof the Projectis to increase the agricultural

productions and farmers. incomes by rehabilitatlng and improving the irrigation and

drainage facilities of the existlng lmgation schemes, securing Sufficient water resources to

irrlgate the 57,600 ha area and constructlng lrrlgation and drainage facilities for the

proposed irrlgation schemes･ Furthermore, the Prqjectincludes the mral developments

which support the desired level of agncultural productions and farmers'living conditions,

such as improvement of farm-to-market road,ruralelectrification, supply of safe drinking

water and sanitation facilities･ Besides, an attention is to be glVen tO Strengthening the

institutional framework in rural areas inclnding agrlCultural supporting systems and

farmers'cooperatives.

Agricultural development in the prq】ect area aims to increase the agrlCultural

productivityand farmers'income by introducing diversified farming On a market-oriented

basis,althoughacertain level of paddy production should be maintained enough to meet the

demand by increaslng POPulation･ The agriculturaldevelopment planwill be implemented in

such a manner as mentioned below.

i) For the existing irrigation schemes of 30,220 ba, irrigation and drainage

facilities includingthose headworks andruralfacilities such as farm-to-market
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roads will be rehabilitated and improved so as to distribute required irrigation

water to on-fan levd;

並) Together with irrigation development, the agriculturalsupporting services will

be strengthened;

hi) For the entire potentialimigation development of 57,600 ha area inthe
project

area including the existlng 30,220 ha･the water resources will be developed to

secure imgation water for ensunng year-round irrigated faJmng;and

iv) In parallel with the water resources development, the irrigation and drainage

facilities will be constructed in the remalnlng POtentialimigationarea of 27,380

ba.

4･ Necessity of the Study

Tbe fわrmulation
of irrigation development plans in the southem B血Dinb province

ba£ a fairly long history and dates back to the late 1960-s. Before 1975 when the war

ended, it was studied by Nippon Koei Co･, Ltd･, Engineering Consultant in Japan and

subsequently by Mekong River Committee･ In years 1976 to 1978, the Water Resources

Planning Study Team for Region No･5 (PST-R5) under the Ministry of Water Resources

made a comprehensive development plan･

Nippon Kcci proposed to developanarea of 52,800 ha in totalwhich belong to Tay

Son･ An Nhon, Tuy Phuoc･ Phu Cat and Phu My districts with the seven imgation

schemes･ Besides the above,AnE血e hydropower project, Which divert the water of the

neighboring Ba River to the Kone River, and Dinh Binh reservoir were also proposed, so

thatal1 the above schemes could be fully imgated･ The Mekong River Comittee endorsed

the development planof Nippon Koei with some variations in the reservoirs. capacltyand

inclusion of some hydropower development projects in the upper basin of the Kone River.

Whereas, the PST-R5 made several alternative development plans based mainly on the

series of small reservoirs on the branches of the Kone River and in addition the

construction ofAnKhe multi-purpose dampro)ect･ These proposals have been used as a

kind of guideline of imigation development in the project area, and 67 irrigation schemes

exist at present, being mainly fed by small reservoirs.

It can be saidthat the project area is fairly facilitated with irrigation systems

harnesslng the water resources of the Kone river basin･ However, its actualimigation rate is

stilllowand the irrigation developments do not meet the requirements for improvlngand
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upgrading the agrlCultural conditions in the pro)ectarea･ The irrlgation in the project area

has following constraints :

- Most reservoirs are small scale with limited storage volume, resulting in shortage

of irrigation water in the dry seasonandthefloods inthe rainy season･,

ーThe canalsystems were poorly constructed because
_a

large part of fund was

concentrated onthe dams and weirs most of which were constructed duringthe

period丘.om 1978 to 1983;

- The imgation systems are poorly maintained due to shortage offund, caused by

insufficient provincialbudgetallocated to the irrlgation O&M and low collection

rate of water charge suffered from the recent drought
and flood damages to

agriculture ;

- The imgation systems, most ofwbicb has been used f♭rmore than 15 years, were

sedously detedorated ;

- Imigation canals are sedimented every year by flood and subsequent inundation;

and

- Deforestation in the upstreambasins causesthe decrease ofriverflow and increase

of sedimentation in the reservoirs.

In addition to the above identified constraints involved in the existing Irrigation

schemes･ there are further irrlgation water demandsforanagrlCulturalland
of about 28,000

ba in the prq】ect area･ Besides the agrlCultural sector, the water is being demanded by other

economic sectors including domesticand industrialusesand fishery development as well･

Taking all the above background and present conditions into consideration, it is

necessary to establish an overall development planof water resources allocation in this

reglOn aS Well as the i血gated agnculture.

5 ･ Objectives of the Study

The
objectivesof the Study are to:

(I) carry out a feasibility study of the Agriculture and Rural Development Projectin

SoutbeⅢl Bi血Dinb Province based on the comprehensive land and water resources

C-8



development planin the project areaand in consideration of stage-wise development

fToranarea of57,600 ha; and

(2) transfer technical knowledge on plannlng and investlgation to Vietnamese

counterparts throughtheirdirect participation in the Study.

6. Scope of the Study

6･1 StudyArea

The Study Area shall cover an entirearea of the Kone, La Tinhand Ha Thanh River

basins with a totalarea of about 1,500 km2 situated in the southernpart of Binh Dinh

province belonging tO inthe South CentralCoast Region of Viet Nan.

6･2 PhasingoftbeStudy

The Study shall be divided into the fbllowingthree Phases:

Phase I: Formulation of agrlCultureandrural development in the Study Area based on

tbe land and water resources development study;

Phase II : Preparation of topographic mapsand geologicalinvestlgation;and

Phase Ⅲ : Feasibility study on the Agriculture and Rural Development Prqject for the

existlng l汀1gation schemes in Sou血em Binb Dinb province with a total area of

30,220 ha in net

6･3 ScopeofWorks

6.3.1 PbaseI

(I) Co11ection, review andanalysis of relevant existing dataand information including:

a) existlng overall development plan so far prepared by the MOARD,

provincialadministrationand other agencies concemed;

b) master plan study on Dong Nai River and surrounding basins water

resources development prepared by the Government with an assistance of

JICA;

c) studies on the Dai Ninb by血opower development prq】ects;
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d) natural conditions (topography, meteorology, bydrology, geology,

pedology, water quality,sea water intrusion),

social and economic conditions (regional socio-economy,labor force and

unemployment rate, reglOnal development programs, agrlCultural sector

plan, socialinfrastructure, farmers organization, ethnicminorlty Problem,

woman in development)

f) agriculture (land use, cropping pattern, yield/production, crop

diversification, farming Practices, farmers economy, land tenure,

processing, marketing) ,

agricultural supporting services (extension services, credit, market,

informationand facilities,
cooperatives)

agriculturalinfrastructure (existingirrigationand drainage systems, needs of

rehabilitation, operationand maintenance),

socialand naturalenvironmentalimpacts (resettlement,deforestation, water

pollution, erosion, sedimentation)

j) otbers

(2) Meteorologicaland hydrologicalinvestigationandanalysis

installation of rain and by血ological gauglng Stations at the appropnate sites

inandaround the Study A托a;and

analysis of meteorologicaland hydrologicaldatafor irrlgationand dminage

plannlng and design.

(3) Soilandland use investlgationandanalysis

Soil surveyand classification;and

Land use surveyand analysis of land capability･

(4) Agricultureand agro-economic survey and planning

=

;

C

山

L

∩

review of existlng Cropping Pattern, farmlng Practices, crop yields, etc･;

famers'intention surveyandanalysis;

survey and assessment of famerrs economy

survey and assessment of present prlCeS and marketing of fan products

and inputs;

pnce prospect of crops and farm1nPutS;

assessment of nationaland regionaldemandand supply of major Crops;
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g) formulation of agrlCultural development including
proposed cropplng

pattems,血rming practices, etc.;and

estimate of economic and丘nancial bene丘t.

(5) Socio-economicand institutionalsurvey and study

a) assessment of regionalsocio{conomic situationand future prospect;

b) assessment of the present agriculturalsupportlng Services';

c) assessment of the present famersT cooperatives;

d) assessmentand plannlng Of resettlement inthe newly reclaimed land;

e) assessment of womanin development (Wm);and

り recommendation of the proposed institutionalsettlngS including agncultural

supportlng Services, farmers'cooperatives, etc.

(6) Irrigationand dminage development

inventory survey of existlng lmgation schemesand relatedruralfTacilities;

estimate of imigation and drainage requlrementSand domesticand industrial

water demands ;

layout of irrlgation and drainage canals and structures including rural

facilities;

topographic survey for the major irrigation and drainage canals and

structures includingruralfacilities;

preliminary design of the Luy dam;and

preliminary cost estimate of irrlgation and drainage canals and structures

includingruralfacilities.

(7) Study of project managementand O&M

a) assessment of the present O&M activities including organization, staffing,

budget, collection of water charges･ etc･;and

b) study and recommendation of proposed prq】ect management and O&M

framew ork.

(8) Environmental assessment

a) Ideptification andfocusing of Initial Environmental Examination (IEE)

based on the intemationaland domestic guidelines･
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(9) Formulation of integratedruraland agriculturaldevelopment inthe Study Area

formulation of landand water resources development;

formulation of irrigation agncultural development including relatedrural

development;and

cost estimateand economic evaluation of the development proJeCtS･

6.3.2 Pbase II

(1) Aerial photo shootlng On a scale of I : 20,000 covering about 1,500 km2 of the

Kone, La Tinh and Ha Thanh River basins and preparation of topographic maps

coverlng the existlng lmgation area with a total area of about 45,000 ba on a scale

of I : 5,000, with contour intervalofO.5 m.

(2) Aerial photo map.plng COVerlng the proposed Dinb Binb reseⅣoir area of about 30

kn2 on ascale of 1 : 10,000.

(3) Topographic
maps at the proposed Dinh Binh damsite on scales of 1 : 1,000and 1

: 5(氾depending
upon the nature of structures.

(4) Geological investigation at the proposed Dinh Binb dam sites and along the main

imgation canals.

6.3.3 PhaseⅡⅠ

(1) Collection ofsupplementaldataand information in addition to those collected in the

Phase I study.

(2) Updating meteorological and by血ological data based on the supplemental data and

information and data recorded by the rain and bydrologlCal gauglng Stations

installed by the S山dy Team･

(3) Detailed classification of soil and land capability for the proposed imgation

development project area

(4) Agdc山山re and agro-econo血c plannlng

a)
formulation

of agrlCultural development including proposed cropplng

patterns･ farming Practices, etc･ for the proposed irrlgation development

PrO)eCt area ;

estimate of fan budget;and

estimate of economic benefit by the imgation development･
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(5) Socio-economicand institutionalsurveyand study

recommendation of resettlement plamunginthe newly reclaimed land;and

recommendation of the proposed institutionalsettings including agncultural

supporting Services, farmers. cooperatives in the irrlgation development

PrOJeCtarea.

(6) Imigationand drainage development

a) determination of irrlgation and drainage requlrementS and domestic and

industrialwater demands;

b) layout of irrlgation and drainage canals and structures including rural

血cilities;

c) construction materialsurvey;

d) basic design of the Luy dam and cost estimate

e) prelimlnary design of imigationand dminage canals and structures including

ruralfacilities;

り cost estimate of irrigationand drainage canalsand structures includingrural

facilities;and

g) preparation of project implementation schedule and estimate of fund

requlrement

(7) Recommendation of proposed project managementand O&M framework including

organization, staffing,･ budget, collection of water charges･ etc･

(8) Initial Environmental Examination (ⅢE) based on the intemational and domestic

guidelines with regard to items identifiedand focused in the Phase I study･

(9) Cost estimateand economic evaluation of the irrigation development project.

6･3･4 Transfer ofTeclmology

For technology transferand trainlng, expatriates of the Study Team will initiate in-

service training and technology transfer program to the counterpart staff and the

Govemment personnel concemed during the study period･■This shall be conducted as part

of their involvement in the Study was well as in the form of trainlng Seminars, in

accordance with the needs of the Study and the individual counterpart staff, and tothe

extend consistent with the orderly conduct of the work.
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7
･ Work Program

7. 1 Work Schedule

The Study will be carried out in three phases within a time period of 24 months in

accordance withthe tentative schedule attached in Figure C- l ･

7･2 Reports

Followlng reports are prepared and sub血tted during the course of the Study:

(1) Inception Report

(2) Interim Report

(3) Progress Report (1)

(4) Progress Report (1)

(5) Progress Report (1)

(6) DraftFinalReport

(7) Final Report

7･3 Expertisehput

Copy Nos.

30

30

30

30

30

30

50

Submission Time

Within lst month from the commencement

Within6thmonthfrom the commencement

Within 10thmonthfrom the commencement

Within 14thmonthfrom the commencement

Within 18th month丘om the commencement

Within 22nd monthfromthe commencement

Within 24thmonthfrom the commencement

To perform the above scope of work of the Study, the Study Team will be

composed of the followlng experts:

TeamLeade〟Ruraland AgriculturalDevelopment Planming Expert

Imigationand Dminage Expert

Agronomist

Agro-economist

Soil Expert

S ocio-economist

Hydrologl St

DanExpert

GeologlSt

Construction Plannlng Expert

Projecteconomist

InstitutionalExpert

EnvironmentalExpert

Geodetic Expert
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8
･

Undertaking of the Government of Viet Nan

8･l The Government of Vietnam shall facilitate the carrylng-Out Ofthe Study in

accordance with the prevailing laws and regulations stlPulated by the Vietnamese

state as below:

(1) Tosecurethe safetyofthe StudyTeam;

(2) To pemit the member of the Study Team to enter, 1eaveand safety in Vietnam for

duration of their assignment therein･ and exempt them from foreign reglStration

requlrementand consult fees;

(3) To exempt the members of血e Study Team丘･om taxes, duties and other charges on

equlPment･ maChineryand other materials brought intoand out of Vietnam for the

conduct of the S山dy;

(4) To exempt the members of the Study Team from income taxesand other charges of

any kind imposed on or in connection withany emolument or allowance paid to the

members of the Study Team for their services in connection with the

implementation of the Study;

(5) To provide necessary facilities to the Study Team for remittances as well as

utilization of the funds introduced into Vietnam from Japanin connection with the

implementation of the Study ;

(6) To obtain pemission for entry into specialarea for the purpose ofimplementing the

Study;

(7) To secure permission which is considered to be necessary and issued by the

relevant authorities for the Study Teamto take outall data and documents including

mapsand aerophotographs related to the Study out of Vietnamto Japan;and

(8) To provide medical services as needed and its expense will be chargeable on the

members of也e S山dy Team.

8･2 The Govemment ofVietnam shall bear claim, if any arisen agalnSt members of the

Study Team resulting from, occumng ln the course of the Study or otherwise

connected with the discharge of their duties in the implementation of the Study,
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except when such claims arise from gross negligence or willfulmisconduct onthe

part of the members of the Study Team･

8.3

8.4

(1)

(2)

The Ministry of Agriculture and Rural Development (MOARD) shall act as

counterpart agency to the Japanese Study Teamandalso as coordinatlng body in

relation withother governmentaland non-govemmentalorganizations concemed for

the smoothimplementation 6f the Study.

The MOARD shall, at its own expense, provide the Study Teamwith the fbllowlng,

in cooperation with o也er organizadons concemed:

Available dataand information related to the Study;

Necessary number of counterpart personnel including pro)ect coordinator

throughout the Studyperiod;

(3) Credentialor identification card;

(4) Suitable office space for the Study Teamand the Counterpart Teamwith necessary

equlPmentand clericalservices;and

(5) Approprlate number ofvehicles withdrivers during the Study in Viet Nan
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Figure C･1 Tentative Work Schedule for Feasibility Study on Agriculture and Rural I)evelopment Project in SoutJlern BinJI I)inJl

Month 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 E】l2 13 14 15 l6 17 l8 19 20 21 22 23 24

PhaseI:FormulationofintegratedruralandagrlCulturaldevelopmentin

theStudyAreabasedontheJandandwaterresources

developmentstudy

PhaseII:Prepartationoftopographicmapsandgeologicalinvestlgation

2.lAerialphotoshootingandpreparationoftopographicmapsof

theproJeCtarea

2.2AerialphotomapplngCOVerlngPrOPOSedDinhBinhReservoirarea

2.3TopographicmapsattheproposedDinhBinhdamsite

2.4GeoLoglCaJinvestlgationattheproposedDinhBinhdamsitesand

alongthemainirrーgationcanals.

PhaseIII:FeasibilitystudyontheARDRDinSouthemBinhDinhProvince

coveringtheexistlngandnew)yreclaimedagrlCulturallands

wi血atotalareaor30,220hainnet

SubmissionofReports
/R F 良ⅠC′R E王正良

l千_____

P/氏EEl P/R (2) P/良 (3) DF
NoteICrR:InceptionReport

ⅣR : Progress Report

IT収: Interim Report

DF収: Draft Final Report

F/R : Final Report
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TIiE MmSTRY OF AGRICULTURE AND RURAL DEVELOPMENT

APPLICATION FOR

TECHNICAL COOPERATION (DEVELOPMENT STtJDY)

BY THE GOVERNMENT OF JAPAN

FOR

MASTER PLAN STtJDY

ON

INTEGRATED AGRICtJLTURE AND RURAL DEVELOPMENT PROJECT

IN

SOtJTⅡ EAST REGION



APPLICATION FOR

TECHNICAL COOPERATION (DEVELOPMENT STUDY)

BY THE GOVERNMENT OF JAPAN

1 ･ S山dy Title

2. Locadon

3･ ExecubngAgency

4･ ObjectivesoftheStudy

Master Plan Study on Integrated Agriculture and

RuralDevelopment Projectin SouthEast Region

Sou血East Region of Viet Nan covemg eight

provinces of LamDong, Dac Lac, Ninh Thuan
,

Binh Thuan
,Song

Be, Dons Nai, Ba Ria - Vung

Tan and Tay Ninb in也e South East Region in Viet

Nan

The Ministry of Agriculture and Rural

Development

(1) Formulation of a comprehensive master plan

for lntegrated agrlCulture and rural

development project in the South East

Region,

(2) Pre-feasibility studies for the representative

sample schemes among the selected priorlty

smal1 irrigation schemes,and

(3) Transfer of technical knowledge on planning

and investlgatibn to Vietnamese counterparts

through their direct partlCIPation in the Study･
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5･ NecessityoftheStudy The cropping Intensity Of the existlng lrrlgation

schemes is estimated at about 138% on an average

and area actually irrigated is as low as around 40%

of the designed scale mainly because of insufficient

development of on-farm facilities, inadequate

design of irrlgation systems, water shortage,

damage and deterioration of facilities and poor

operation and maintenance. Tberefbre, almost all

the schemes requlre the rehabilitation and

improvement.

All the provincialadministrationshave heavy stress

in shortage of fund for maintenance and

rehabilitation of the existlng SCbemes, and strong

intention to implement those rehabilitation and

improvement works･ In addition, they have many

short range plans on irrlgation development, which

includes extension of existlng lrrlgation schemes,

water resources development encounterlng the

present water shortageandthe development of new

血1gation systems.

In the light of such conditions as mentioned above,

a study to preparethe comprehensive master plan is

urgently required to establish an overall

implementation schedule of the integrated

agriculture andrural development
project(IARDP)

and subsequently pre-feasibility studies are made

for the prlOrlty Sample schemes selected by the

master plan fわrimplementation. IARDP aimes at

increaslng the farmers● income, enhanclng the

living standard in the rural area, creatlng job

opportunities and ultimately na汀OWlng down the

economic disparity between urbanandruralareas.

It is noted that the IARDP in the South East Region

will be tbe丘rst case in Viet N-am, thereby ba£ an

important role as a model project tO be extended

overthe country.
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6. Study Period

7･ Cooperation Requested

to the Government

of Japan

8･ 0therRelatedProject

and Study

About 24 months

(1) Dispatching of a study team to undertake the

Study composed of required expertises,

(2) Field investigation and inventory suⅣey and

preparation of master plan for integrated

agnculture andrural development project in

the South East Region,and

(3) Transfer of technical knowledge to

Vietnamese counterparts in the course of the

Study.

Master Plan Study on Dong Nai River and

Surrounding B asins Water Resources Development

by JapanInternationalCooperation Agency (JICA)
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1. Introduction

Since the year 1986, the Govemment of Viet Nan (the GoveⅢment) is c∬rying out

drastic reforms in the political, economic and social fields under the banner of T'Doi MoiH

(renovation). Doi Moi has~two
major objectivesto pursue inthe economic field: (i)an

economic liberalization policy at home;and (ii)anopen door policy internationally. Inthe

course of the implementation of Do主 Moi policy accelerated in the year 1989, the overall

economy has been steadily grown at a GDP rate of 6 to 8% per annum, although it

experienced sudden recession due to Soviet Union sh∝k in the year 1990･ During the next

five years, Viet Namtargets to achieve highand sustainable growth at a rate higherthanthe

previous five years so as tofu1fill the objectiveof doublingthe 1990 per capita GDP by the

year 2000, to bring the country out of povenyand underdevelopment, to improve people-s

living standards･ to increase domestic savlng,and to get ready stronger development inthe

21st century.

Water resources development is one of essential elements to promote economic

development, since the latter canbe attained by using electricity and water gained through
the development of the former･ Thus, prqJeCtS related to water resources have been

developed in the framework of the national development programmed based on the

economic reformpolicy･ Within such the framework,the master plan study on the Dong

Nai River and its su汀Ounding basins, including Eo Cbi Minh City as a plVOtal area of

economic development in the soutbem Viet Nan, was ca血ed out by the Govemment with

a technicalassistance of Japan InternationalCooperation Agency (JICA)inthe year I994 to

1996･ The master planstudy aimed at efficient utilization and management of lined water

resources available for hydropower, irrlgation, water supply,flood mltlgation and

watershed management.

Besides the several large scale irrlgation projects Selected in the above master plan

study, the integrated agriculture and rural development
prqject(IARDP)

is desired for

coverlng existing and proposed small scale irrlgation schemes which are not directly

benefited by the water resources development in the Dong Nai River and surrounding

basins･ The IARDP aims at increasing the farmers'income, enhanclng the living standard

in theruralarea, creating job opportunities and ultimately narrowlng downthe economic

disparity between urban and mral areas,血ougb rebabilitatlng and improvlng the exishng

small imgation schemes and constnlCtlng new Small irrlgation schemes scattered over the

South East reglOn･ The Govemment of Viet Nan requests the Govemment of Japan to

provide technical assistance to carry out the Study of IARDP, wbicb prepares a

comprehensive development master planalong with the feasibility studies for pnorlty Small

i汀1gation
schemes.
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2 ･ Development Strategy of Agriculture Sector

Viet Namis basical1yanagriculturalcountry where over 80 % of the population still

live inruralareas, supported by farrmng,forestry and fishery･ Gmin crops, dominated by

paddy･ generate halfthe output value of this sector･ Besides, a high proportion of industry

and seⅣices derives their demand丘･om agriculture･ But, because of its vulnerability to

vagaries of nature, the growth rate of agriculture witnessed larger fluctuations thanthat of

industry･ The agriculture sector, includingforestryand fishery, accounted for 36% of GDP

in the year 1993, nearly three-quarters of nationalemploymentand about 50% of export

ea皿1ngS･ Due to the liberalization of distribution system in agrlCultural sector, paddy

production recorded 26 % growth in the year 1987-89 and this permitted Viet Nan to

move from a position of net importer of 700,000 - 800,000 tons of rice in the year 1986188

to a net exporter of around 2million tons of rice perannum inthe year 1989-92･

Tbe Govemment has set an agncultural sector program in the next Five Year Plan

with a title of l'Socio-economic Stabilization and Development Strategy to the year2000",

emphasi血g to:

-

re-structure the agrlCultural production towards the sustainable market oriented

agriculture ;

- diversifythe払Ⅲ1ingstructure introducing more cashand industrialcrops;

-

continue to increase fわod production to attain 30 million tons by the year 2000,

bringlng Per CaPita food output to 366 kg per year in order to achieve food

securityand to increaserice export to about 2million tons a year;

-

produce reglOnally compatible crops uslng new V∬iety of high yield and good

quality, particularly for paddyand maize;and

-

expand industrialand fruit crops plantations together with processing Plants like

cotton, sugar cane,rubber, coffee and tea.

Under such a development policy in the agrlCultural sector, the public investment

should be expanded in factorsfundamentalto the agrlCulturaldevelopments, most notably

research and extension seⅣices, irrlgation and water resources management and mral

infrastructure･Along with this development strategyand as a criticalelement in developlng

the agrlCultural sector, the Government intends to continue to rehabilitate, upgrade and

repalr existing lrrlgation, dikes, drainage structures, as well as expandthe irrlgation and

water resource management systems in many parts of the country･ In addition, the

Govemment is to strengthen rural in丘･astmcture and the linkages with economic growth

areas･ Particular attention will be given tO improvlng farm-to-market roads, rural

electrification･ supply of safe drinking waterand sanitation facilities･ These improvement
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will encourage the commercialization of the agrlCultural sector and nlral employment

diversification･ This policyaims toincreasethe fa-ers income, enhance the living standard

in theruralarea and ultimately mltlgate the regional gap ln the social and economic

conditions.

3. The Project

3･1 ProjectBackground

The projectarea is situated close to the SouthernFocal Economic Area (SFEA)

where the industrialization is rapidly developlng, Placing the center in the so-called

econo血c triangle zone linking tb∫ee cities of Ho Cbi Mink City (HCMC), Bien Hoa and

Vung Tau･ Whereas, the mral area in this reglOn is kept poorly econo血c conditions,

represented by low cropplng lntenSlty and low crop yields due mainly tothe lack of and

deteriorated agnculturalproduction facilitiesand shortage of imigation water･ These factors

coupled with the lack of agrlCultural supporting Services brakes the diversification of

agrlCulture in this reglOn･ Such socio-economic situation is acceleratlⅢg the economic

disparity between urban and rural areas and driving the concentration of population

unnecessarily in the urbanareas･ To cope with such situation, the Govemment is launching

an overall water resources development plan in the Dong Na主 River and its surrounding

basin which dominate the most part the South East Region and have a relatively ample

water resources,aiming at not Only sustainable economic development butalso narrowlng-

down of prevailing economic dispantyand enhancement of socialwell-being in the reg10n･

Asah output of this development study, several large scale irrlgated agrlCultural

development plans are being proposed and being discussed for further procedure of

implementation･ Besides the above, the integrated agrlCulture and mral development prq】ect

(IARDP) is desired fわr the existing i汀igation schemes and new small i汀igation schemes

which are not bestowed the bene丘t of the water resources development prqect of the Dong

Nai River and scattered over the South East Region･ The IARDP aims at increaslng the

farmers. income, enhanclng the living standard in theruralareas, creatlng job opportunities

and ultimately eliminatlng the economic disparity between urbanandruralareas.

3･2 Candidate I血gation Schemes f♭rIARDP

The
objectiveareas of IARDP are those of the existing lrrlgation schemesand new

small scale irrlgation schemes in the South East reglOn, excluding HCMC and Long An

provinqe･ The candidate irrlgation schemes for IARDP are listed in Table 1 and those

locationsare shown in Figure I I The number andarea of candidate irrigation schemesare

identified at 232 in totaland 146,497 ha in total respectively･ These are further classified
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into the existlng and new schemes in the respective provinces in the prq】ect area as shown

below

A B C

e & Med.

Province

Total

Nos. A陀a Nos. Area

Lam Dong

Dac L氾

Ninh Tbuan

Binb Tbuan

Song Be

Dons Nai

BR-VT

2 5,532 23 5,277

0 0 1 120

2 17,510

1 5
,000

0 0

0 0

0 0

Ninb 1 2,260

15 3,932

56 15,033

16 4,581

33 16,930

15 8,080

2 1
,000

3 3,050

0 0

3 6,400

2 608

20 1 1,094

7 9,770

1 8 8,450

12 21,870

28 13,859

1 120

20 27,842

59 20,641

36 15,675

40 26,700

33 16,530

15 25,130

Tota1 6 30,302 161 54,953 65 6 1,242 232 146,497

These candidate schemes will be screened for IAWP, first by a factor that whether

schemesare involved in the integrated large irrigation projects tO be implemented in near

future･ The pr10rlty Selection in IARDP will be based on future sustainability of schemes,

composed of five aspects: (i)technicalaspect; (ii)socio-economic aspect; (iii)institutional

aspect, (iv)economic and financialaspectand (v) environmentalaspect.

4 ･ Necessity of the Study

Tbe cropplng lntenSlty lS estimated at about 138% on an average and area actually

imgated is as low as around 40% of the designed scale mainly because of insufficient

development of on-farmfacilities, inadequate design of irrigation systems, water shortage,

damage and deterioration of facilities and poor operation and maintenance･ Therefore,

almost all the schemes requlre the rehabilitation and improvement･ All the provincial

administrations have heavy stress in shortage offund for maintenanceand rehabilitation of

the existing schemes, and strong Intention to implement those rehabilitation and

improvement works･ In addition, they have many short range plans on irrigation

development, wbicb includes extension of existlng lrrlgation schemes, water resources

development encounterlng the present water shortageandthe development of new irrigation

Systems.

In the light of such conditions as mentioned above, a study to prepare the

comprehensive master plan is urgently required to establish an overall implementation

schedule of the integrated agriculture and rural development
prqject (IARDP) and

subsequently pre-feasibility studies are made for the pr10rlty Sample schemes selected by

the master plan for implementation･ It is noted that the IARDP in the South East Region

will be the first case in Viet Nan, thereby has an important role as a model projectto
be

extended over the country.
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5 ･ Objectives of the Study

The
objectivesof the proposed Study are to:

(1) formulate of a comprehensive master plan for integrated
agriculture and rural

development project inthe South East region;

(2) carry out pre-feasibility studies for the priority small imigation schemes which are

selected in the comprehensive master plan;and

(3) transfer technical knowledge on planning and investlgation to Vietnamese

counterpartsthroughtheir direct participationinthe Study･

6. Scope of Works

6･1 StudyAreaandObjectiveSchemes

The pro)ect area shall cover eight provinces of LamDong, Dac Lac, Ninh Thuan,

Binh Thuan･ Song Be, Dong Nai, Ba Ria-Vung Tau and Tay Ninh in the South East

reglOn･ The objectivesmall irrigation schemes shall be those of the existlng Irrigation

schemes and new small scale irrlgation schemes located in the prq】ect area, wi也a number

of 232 in totalcomprlSlng 167 existlng schemes and 65 new schemes. Names of these

schemes are tentatively as listed in Table 1 and those locations are shown in attached Figure

1.

6･2 PbasingoftbeStudy

The Study shall be divided into the following two Phases:

PhaseI: Study of small i-gation schemes for integrated agriculture and rural

development
project(IARDP) ; and

Phase II: Formulation of a master plan for IARDP and pre-feasibility study for the

representative sample schemes

6･3 Scope of Works

6･3･1 PhaseIStudy

(1) Demands山dy

(a) prq】ecdon ofpop山ation increase

(b) prq】ection ofi血gated crop consumptlOn
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These estimate will be made in provincial1evel on the basis of existing dataand

informati on.

(2) Imigationand drainage rehabilitation potentialstud

a)
identification and evaluation of rehabilitation potential of waterand land

eSOurCeS

b) estimation of imigationand drainage rehabilitadon cost

These estimate will be made in provincial level on the basis of existlng data and

information

(3) Study on imigated agricultureand drainage development plans in provinces

Collection･ reviewandanalysis of relevant existing dataand information including:

a) the Sector Review Study for Water Resources Development by MOARDand

ProvincialPeoples Comittee

b) the Water Resources Sector Review by ADBGAO/World Bank爪GO

c) Master Plan Study on Dong Nai River and Surrounding Basins Water

Resources Development

d) natural conditions (topography, meteorology, hydrology, geology,

pedology, water quality, sea water intmsion),

f) social and economic conditions (regional socio-economy,labor force and

unemployment rate, regional development programs, agriculturalsector plan,

socialinfrastructure, farmers organization, etlmicminorltyproblem, woman

in development)

g) agriculture (land use, cropping pattern, yield/production, crop

diversification, farmlng practices, farmers economy, land tenure,

processing, marketing),

h) agricultural supporting services (extension services, credit, market,

informationand facilities,
cooperatives)

i) agriculturalinfrastructure (existingimigationand drainag?systems･ needs of

rebabilitation, operation and maintenance),

j) socialand naturalenvironmentalimpacts (resettlement,deforestatidn,water

pollution, erosion, sedimentation)

k) others
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The study will be conducted on the basis of existing dataand information.

(4) Establisbment of database of existlng and proposed small imgation schemes by

the inventory survey

a) preparatory works for inventory survey Including settlng Of items to be

surveyed, preparation of inventory format
,notificationand explanation to the

provincialauthorities, preparation of computerized database system, etc･

b) date collection by inventory survey

c) compilation of inventory date

d)
･

dateanalysisandevaluation

e) classification of imigation schemes

(5) Screening and priorityranking

?
.
a

>

G

preparation of screening Criteria of candidates schemes for IARDP

preparation of guidelinesfor projectpriorityranking

screeming of candidate schemesand priority ranking of selected schemes

6･3･2 Phase ⅡStudy

(1) Establishment oflong teamimigationand drainage rehabilitation target

a) target of integrated agrlCultureandruraldevelopment pro)ects based on the

rebabilitation and improvement of the existlng Small imgation schemes and

constnユCtion of new small imgation schemes up to year 20 15

b) cost estimateandfund management

(2) Formulation of comprehensive master plan of Integrated Agriculture and Rural

Development Project

?
.
i

-I.

G
･
G

?

preparation of guidelines for projectpriorityranking
development sequence by rehabilitation and constmction scale, type of

proJeCtand province

rolling plan of development program

identification of a top-priorityprojectto be urgently implemented

preparation of organizational improvement and strengthening plans of the

executing agencies of IARDP for implementation and o&M in both the

centraland provincial1evels including famers'organization･
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(3) 打e-feasibility study forthe representative sample schemes

a) supplemental丘eld suⅣey and collection of data and infbmation f♭r the

selected pdodty schemes

b) study on topography, bydrology,
meteorology, soil, etc.

c) agro-economic study placing emphasis on crop diversification

d) socio-economid study

e) prelimlnary designs of the project facilities including socialinfrastructure

i) study on environmentalimpactand womanin development (WID)

g) co声tand benefitanalysisand economic evaluation

6･3･3 Transfer ofTechnology

For technology transfer and tralnlng, expatriates of the Study Teamwill initiate in-

service tralnlng and technology transfer program to the counterpart staff and the

Government
personnel concerned duringthe

study period･ This shall be conducted as part

of their involvement in the Study was well as in the form of trainlng Seminars, in

accordance with the needs of the Study and the individual counterpart staff, and to the

extend consistent with血e orderly conduct of the wo九

7 ･ Work Program

7. 1 Work Schedule

The Study will be carried out in two phases within a time period of 24 months in

accordance with the tentative schedule as shown in Figure 2 attached hereto.

7･2 Reports

Followlng rePOrtSare PreParedand submitted during the course of the Study:

(1) Inception Report

(2) Progress Report (1)

(3) Interim Report (1)

(4) Progress Report (2)

(5) Interim Report (2)

(5) Draft Final Report

(6) FinalReport

Copy Nos.

30

30

30

30

30

30

50

Submission Time

Within lst monthfromthe commencement

Within 7thmonthfrom the commencement

Within lOthmonth ffomthe commencement

Within 13th month丘om the commencement

Within 16th month from the commencement

Within 22nd month from the commencement

Wi血in 24血mon血丘om也e commencement
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7･3 Expertiselnput

To perform the above scope of work of the Study, the Study Team will be

composed of the following experts:

TeamLeade〟RuralAgriculturalDevelopment Planming Expert

Imigationand Drainage Expert

Agronomist

Agro-economist

S ocio-economi st

Hy血ologl St

DamExpert

Computer System DesignandAnalysis Expert

Construction Planming Expert

Projecteconomist

InstitutionalExpert

EnvironmentalExpert

Geodetic Expert

8
･ Undertaking of the Government of Viet Nan

8･1 The Government of Vietnam shall facilitate the carrylng-Out Of the Study in

accordance with the preva山ng laws and regulations stlpulated by the Vietnamese

state a5 below:

(I) Tosecurethe safetyoftheStudyTeam;

(2) To permit the member of the Study Team to enter, 1eaveand safety in Vietnam for

duration of their assignment therein, and exemptthemfrom forelgn registration

requlrementand consult frees;

(3) To exempt the members of the Study Team from taxes, dutiesand other charges on

equlPment･ maChineryand other materials brought into and out of Vietnam for the

conduct of the Study;

(4) To exemptthe members of the Study Team from income taxesand other charges of

any kind imposed on or in connection withany emolument orallowance paid to the

members of the Study Team for their services in connection with the

implementation of the Study;
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(5) To provide necessary facilities to the Study Team fわr remittances as well as

utilization of the funds introduced into Vietnam from Japanin connection with the

implementation of the Study;

(6) To obtainpemissionfor entry into specialarea for the purpose ofimplementing the

Study;

(7) To secure permission which is considered to be necessary and issued by the

relevant authoritiesforthe Study Teamto take outal1 dataand documents including

maps and aerophotographs related to the Study out of Vietnamto Japan;and

(8) To provide medicalservices as needed and its expense will be chargeable on the

members of the Study Team.

8･2 The Government ofVietnamshall bear claim, ifanyarisen against members of the

Study Team resulting from, occurrlng in the course of the Study or o【beⅣise

connected with the discharge of their duties in the implementation of the Study,

except when such claims arise from gross negligence or willfulmisconduct on the

part of the members of the Study Team･

8･3 The Ministry of Agriculture and Rural Development (MOARD) shall act as

counterpart agency to the Japanese Study Teamandalso as coordinatlng body in

relation with other governmentaland non-governmentalorganizations concerned for

tbe smooth implementation of the Study･

8.4 The MOARD shall, at its own expense, provide the S山dy Team with the fbllowlng,

in cooperation with other organizations conce皿ed:

(I) Avai1able dataand information related tothe Study;

(2) Necessary number of counterpart personnel including project COOrdinator

tbrougbout the Study pedod;

(3) Credentialor identification card;

(4) Suitable office space for the Study Teamand the Counterpart Teamwith necessary

equlPmentand clericalservices;and

(5) Appropnate number ofvehicles with drivers during the Study in Viet Nan
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Table 1 List of Existing and Proposed Small Irrigation Schemes for RADP

Code NuTYOーSdlCnt

D践igTd

∧∫句

】

c.dclNm亡.fSchc.TK

hiBTd

Eヨヨ
cd.TNa.TmfScheTTt

Dおigned

LJEg

UTLIL:ha

co.clN批0,Schcwllhi:TLJLrnD○nzProyirK一 BiーlhTbuJnProy.(cqnLL) D○ー哩TIJiProy.(c○ーlLi.) TayNidLProy.(coo血)

L1

L2

TuycrLbm

CamLynu○llg

2.832

400

B27

828

Cm血1S

CAyKhc

120

I.800

D12

D13

DI斗

D15

TaAHJAh

I血l

250

110

Tl2Cu8&01JJtL2,700

TⅠ3BcnSt)d3,700

L3

EEl
Daj⊂bn

DI血An

I.TOO

150

B29

B30

OXuycn

KlmLDng

I.500

I.50)

NJCPHo1

TJA▲n

350

ー00

T14C&yO12.900

T15BcnDiAh2.500

L5

L6

T

LJLOn

140

loo

831

B32

BaJJTi亡t

SicrLgGiaJ)8

l50

5{巾

DIG

D17

nienTaJ1

LDngC山cn

350

100

L7

L8

bHam

JhLa)

400

)50

B33

B34

DエnSach

ThyNghc

1.(泊0

Ilo

D18

Dl9

D20

D21

D22

D23

D24

D25

D26

MicuVaJ1

LDiHo&

150

300 Ld
L9 PTRoh 4I5 B35 GICngEdl 120 Bi血PhLKH; l00 SdtEtDeduJeJtrqd)q■仙liJJLe

L10 PhuHoi 150 J)36 BaNao 100 BiJthHo一 350 scJkd)CSForR^DP
Lll

L12

D由di

TaNtmS

120

200

B37

B3&

SLK}iD&

NulD一l

650

2丁0

BaAIHJJn

SIX)iC&

150

600

Lー)

L14

ChoMoD&Quycn
D&T-

200

loo

B39

B40

TanH▲ 120 LDDS血 250

L15

lentaJlg

D&S& 150 B4l

CoJ(LCu

Suoib

230

120

S伽gMay

ThJnhNicJ)

1.3(氾

loo

LIB

L1丁

Fiscrwl

Sol

230

l52

B42

B43

LmgDa

SIJOiLL

200

150

D27

D28

B&Lmg

SLK)iD岨

I)0

250

L18

LID

S○5

LLX:AD

200

240

B44

B45

ChuLl

SLIOiLJd

150

Ilo

D29

D30

NanSJO

hgHICP

350

600

L20 EJLStDiLinb loo 846 UISaJ)S 200 t)31 ChgTb l50

Lil DaJWOi1 150

5P

B47 K'Ho loo D32 ●-.. 100

L22 ChlmgThJlg B48 C叫Chay 120 D33

D34

bTon I.4OO

L23 WestDlunh 250

620

849 Tr一TJJ1 610 E血hgTdJLL I一930

L24

L3

LicnKhuo血g B50 VoXu 5,000 D一VaJlg l80

RoMcn 1¢0 B5l TIBLLL 500 D35 CauMoi 3,㈱

L2丘

EⅠis(il一gTotJJ 10,M 852 H.74 250 D36 SLK}iNhJA I,540

DaTc 2.(X氾

800

853 StJOiCa1 110 D37 Da-E一-Y一 }50

L27 DaKJo B54 TraCap 150 D38 Sq)gThzD 700

400L28 Caden 250

3,050

855 SLJ}iChtL& 300 D39

【≡】
hBu(氾g

PropodTdtd B56 C&yXoa1[.ZJ l80 XomMa1 200

一J7○

23.よ柏

Tod) 13359 B57

B57

B58

CatJOlay

E血LiA8Tqbl

DaBJC

TaMoJ)

PrqNdTobJ

ToLAl

150

2S,033

500

lO8

608

25.641

PropodTobl

T此■lDACLACPToyiーtCe

DLー C8LLTu

E血iTt(T血l

120

Ilo

如lE8ePbyiーLCC

S1

52

S}

S4

S5

S○

S7

SS

S9

SⅠ0

～ll

S12

SIS

Sl4

SIS

S1(I

CADNom

TaTe

TongLLChn

TaJ)^D

StDiGiaJ

350

120

120

All

),670

NhhTbuar[PrtIYi■収

Nl

N2

N3

N4

S{幻SPh

NhaTrIL山一LADQLrrL

CK7

OCNbJH■

4J10

l2,800

100

3(汁)

8JRia-VIJATJIJPn>ylrbE■

Vl ElmLJnB 200

N5

巴Ei=;ヨ
BiJd)PhtJ loo

V2

V3

V4

瓢
V9

VlO

SongDiJd1Ⅰ

SongXoaJ

6∝)

1.OCO

BuMo血

DakTo1

I80

loo

N6

N7

bngNhicp

BH

392 ChaLIPhA l50 AnKhLK)nB 110

N8

&0

TaNol

1)0

120

Stx)lbh

G1&Hoct

300

650

l.βcXhanh

StJOiSaA1

l50

XK)

N9 CaTicn 420

250

Sl一○iGhu I.200 D&Bmg 400

l50
N10 ChaViAh XuycrLM(冗 450

4α)

OqgHLN

Nll MaRcrL 500

150

LDO BadlDaJlg l40

N12 J)inhTu SⅧgJhy 800

250

TaJ1An 150

Nl3 Tl▲anTtl 100 Vll CalJMoi TJLnMyⅠ 130

Nー4 8aTIQtJC 250 V12 DIBaAg I.300 ThtI00gT血IⅠ 】00

N15

Nー6

Phuoc▲山

PhL)(にThlCJ1

560

400

Vl3

VIA

StKIizTkm

BulTlticn

150

250 S17

Eristin菩TdJ)L

LLY

4,58I

37&

N17 D&

E.血tiqTdtJ[l

S(爪

l80 V15

V]6

V17

Vl8

V19

V20

V2l

V22

V2)

SLY)iCal 380 S18

qlanS
S1氾iOng loo

N18

2l,442

25(X)

E血tiJlgTdJl 8,080 S】9 ThanhHo一 I73

～)9

gLraAJ

S(nBSal I.600

BauNg岨

SLLmDtJC

且co

900

BOO

800

Eヨ
200

500

I.000

S2O

S21

S22

SLK)ltd

S{にkTriKI

324

bCK)

N20 TaJIGlanS 2.300 SLK}iLjK} CJJILB t80

PropodTobJ 6.一oo StDiSoc S23

S24

525

S26

S27

亡bngXod 4,600

Trhl 27.8一2 BcrIKc

LJOO3

LJ)02

T

NL-∝T⊂on8

tbUctJ

TtLumSTan

TaJ)LJ)i

I,200

一50

l23

383

BinhThLLanPTDYlnt亡

Bl

B2

TtlyTiLth

BaRa

1.200

l50

B3

B4

BaNao

VizdlHao

220

loo

V24

V25

ChjuPh&

GlaOKeo

700

500

S28

S29

TongNhicm

CLx}ChcL

200

1ー0

85 bngMot 1.200 V26 Ap8a ー00 S30

S3l

ChrLhMy 330

B6 So爪gthlCnさ l50 V27 SuoiChich 200 PhuHoi 250

87 TuSon I35 V2S

V29

BiK)Nor 300 S32 RLJngCaJn 350

B&

B9

812

Ⅹ

l50 BinhChau 200 S33 MーJb 265

B10

LIPOJJLrI8

Uy¶l&y

l50

I.㈱

V30

V:ll

DaBJng2

Sl▲○iSao

200

l50

S34

S35

D&Ycu

AnTay-PhuAn

25

500

Bll

812

CbVaJJ

ECb一

350

500

V32

V33

R血Chanlt too S3占 BuN一U 128

Bl3

BI4

815

BIB

Bl7

l1)

MaTang

MaO

TzLmRu

CanJbg

TM

l79

250

324

225

NLMXNgot

PropodTobJ

ToLJ[L

loo

&450
1一530

PropodTotd

TdJl

lOJB69

15,一5○

TayNinJIPTVYi爪Ct

D○nENaiProyirK( T1

T2

T3

T一

T5

T6

T7

TB

PhuuCJli

Lmg'nltJJA

2.260

7(×)D1

D2

D3

D4

D5

Dる

D7

D8

D9

CuNhJ 250

EH8

BID

aLl

DongMing

M且N'

300

l30

250

G1&LJeuJ

Gi8Iicu[Ⅰ

S'

250

200

LmgKhaAh

ExbLingTdJl

300

3,260

820

82l

a
Dongbm

NhM

lュo

150

1拍1Ran

GlaUi

600

560

PhuocLJJtJ

LmgKJIJnh8

2.600

700

B22

ILLrlf

P血1gNaJT) I30

NulLE

SuoiVαlg

4a)

I.loo

LmgHun&

D)一XuB

I.000

2,500

B23

B24

TicnL仇

bD亡

130

600

PhtJu'rb1

Ch

loo D1■XuA 700

B25

B26l

nS

SomBLiJth

PhtJSun亡

250

loo

DlO

Dll

gK.co

PhLKK;Tan

Jj)rt欠TllanJ1

5.4(氾

loo

450

T9

T10

Tll

LDngnuanB

Tr一Cu

HoaHoi

I.CKX)

2,700

3,loo

D-14



Figure 1 Tentative Work Schedule for Master Plan Study on Rural Agricultural Development Project in South East Region

Month 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 Eq 12 13 14 15 l6 17 18 19 20 21 22 23 24

PhaseI:StudyonSmallIrrigationSchemesforRADP

1.1Co1】ectionandreViewordataandinfbmation

1.2ⅠnventorysurveyandestablishlⅥentOfdatabase

1.3Dataana】yslS,SCreenlngandpriontyranking

PhaseII:FormulationofMasterPlanonRADPandPre-feasibility

StudyfbrtbeRepresentativeSampleSchemes

2.1Supplementaryfieldinvestlgation

2.2Fo-ulationofmasterplanofRADP

2.3Pre-feasibilitystudyofrepresentativesampleschemes

S山bmissionofReports

ⅠC

l

ll

EZ]
l

ⅠT

l
/良(1

l
) P (2)

l
ⅠT F

l
R/氏 P/良

l
/良(2

l
) D

l
NoteRADP:RuralAgriculturalDevelopmentProject

IC/良 : Inception Report

ⅣR : Progress Report

rr/R : Interim Report

DF偲: Draft Final Report

ⅣR : Final Report
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Deputy Director, Hydrology
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ミッタ川流域農業・農村開発計画濃嬢貞義・削寸僧籍針礪

ミッタ川 ミック平野

ザハオ川両■卜・書冊
一イト用い冊‘瞥ゝサIll王滝：“
リヴァ川（ザハオ川支流）

断絶埴拉きれたチョウ鋏通釈
新規建設されたチョウ鉄道駅

什ハサギFn雷電
ザハオ平野の農地

・t一’トでけ推節日蝕嗣雷鋼定峰

ビトマ村近郊自動雨量測定地
主賓叫へつながる轟■
主要町へつながる農道

写真1



ミャンマー中島乾燥縮嶋貞義・農相嘲雫かi

ミャンマー中部乾燥地域農業・農村開発計画

小串頭目∴／こ＿へ′′・ウ一′ム
近年竣工したスン・ランダム

スン・ランダム余水吐

インピン町均衡の堀抜き井戸貯水池 堀抜き井戸貯水池よりの水路

建設中のトウンタダム
建設中のタマクダムワサザエ

岨躁地場I一成池
乾燥地域の農地 k臨嶋嬢て山Jまわりぬ嶋

乾燥地域でのひまわり栽培写真2亨h2



ミャンマー中島乾燥地域貞義・農村嘲発齢轟

ミャンマー中部乾燥地域農業・農村開発計画

’・ゴンハ傭鼓械」こ銘
キャゴンの灌漑局本部

マングレイの灌漑局支部農瀧岡里鮪

膚丸根での惰嶋職曽
灌漑局での情報収集

離載和にて層スタッフの田雛

灌漑局にてスッタフとの討議

バガン町近郊イラワジ川バサン町近称イラワンl●t
千・十叫われ・テ／ト・ノヤノ・rlll
モンヤ町近郊チンドウィン川

出帆二上る遵粥

牛車による運搬
人力こよる運搬鼠翳

写真3



ザ正．恥チム壮罰点蒙暮．丑センター惰

ヴェトナム北部農業普及センター計画

ー′こノ卿坤
ミバン圃場

ミパ：岬嶋近邪上ここ■‾の追持
ミバン圃場近郊よりハノイへの道路

水田 ii虫
畑地

灌漑用水路 膚貴明木鶏からの敲hj、れ
灌漑用水路からの取り入れ

絶無職場
揚水機場

農家蘭書町l欄は

農家聞き取り調査

‾ド巾一・；



ピンディン雀串飾地区農相轄合間発鮒暮

ビンディン省南部地区農村総合開発計画

てノィ．トキ山
ヌイ・モトダム

ヌイ・モトダムから取り入れ口水路九掃

サン・サ丁岬
タン・ホア堰

タニ「・ホ丁稚からの幹線朋水噂

タン・ホア堰からの幹線水路

ケ：‘」，：川は相和川川棚
タン・アン川支流の小規模堰

木蘭
水害

キ1ンピンダム挫放電1師や
ディンビンダム建設計画地

ウナン・ホン嬉騒蒜ii這k
ヴァン・ホン堰建設計画地

写真5S



ヒンティン省南部地区農村開発計画射鳶

1－∴バ旬風致喝や拝所
キュイ・ノンの灌漑局事務所

傭漉栂スタ・・つたくりIf嬢
灌漑局スタッフとの討議

仁タダ1二上る水田作付け譜絡
トラクタによる水田作付け準備

乾す1
混作

l出師拙い・
直播水田

タ′一二三一・‘／P二ト‘ニん！ヒン．t二・．七．比
タン・ホアプロジェクト地区の水田ヴェトナム南東地域農村総合開発計画

ドン・モイ堰上嶋 ドン・モイ堰からの取り入れ水路写真6
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